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序

埼玉県における道路網の整備は、関越自動車道などの国土幹線道路と地域

開発、環境整備にともなう国道、県道の新設、改良が計画され、着々と建設

されています。

一般国道 140号線も、関越自動車道花園インターチェンの開業にともな

い、花園村黒田から寄居町桜沢まで建設されることになりました。埼玉県文

化財保護課では、事前に路線内の分布調査を実施し、 4ケ所の遺跡を確認し、

慎重に協議を重ねた結果、発掘調査を実施し、記録保存の措置を講ずること

になりました。

発掘調査は、埼玉県の委託を受けて、埼玉県教育委員会が直営で実施し、

整理作業は、財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団が県の委託を受けて実施

したものであります。

本書は、一般国道 140号バイパス建設にともなう、上南原遺跡に関する報

告書でありますが、多くの新しい事実が発見され記録保存の成果はもとよ

り、これらの資料の数々は、学術研究及び学校教育に資するところが大ぎい

と思われます。

最後になりましたが、発掘調査から、報告書の刊行に至るまで、種々御協

力をいただいた花園村教育委員会や地元の方々、埼玉県道路建設課、熊谷土

木事務所の方々に深く感謝いたします。

昭 和 57年 3 月

財団法人

埼玉県埋蔵文化財調査事業団

理事長長 井 五 郎



例百

1. 本書は、一般国道 140号バイバスにかかる埼玉県大里郡花園村大字黒田

に所在する上南原遺跡の発掘調査報告書である。

2. 調査は埼玉県教育委員会が調整し、埼玉県の委託により埼玉県教育委員

会が主体となって県立歴史資料館が昭和52年 1月～ 3月において実施した

ものである。

3. 整理、報告書作成作業は財団法人埼玉県埋蔵調査事業団が昭和56年度に

行なった。

なお、調査の組織は 2ページに示した。

4. 整理および図版の作成は市川 修、曾根原裕明、宮 昌之、鈴木えり子

野口知子、深井澄江があたった。

5. 発掘調査における写真撮影は、高塚卓史、小渕良樹が、遣物写真は、市

川、坂野和信が撮影した。

6. 本書の執筆者は、文末に氏名を記した。

7. 挿図類の縮尺は、遺構全体図 1/400、遺構図 1/60、鼈 1/40、土壌 1/60

土器実測図 1/4、1/5、土器拓影図 1/3、石器実測図 1/3を原則とした。又

住居址の柱穴の数字は床面からの深さ (cm)を示し、断面図の数字は基準

線の標高 (m)を示す。

8. 本書の編集は、埼玉県埋蔵文化財調査事業団第 4課の職員があたり、横

川好富が監修を行なった。

9. 本書を作成するにあたり下記の方々から御教示、御助力を得た。

青木秀雄、新井和之、石井 寛、猪股喜彦、入江淳一、江里口省三、小倉

均、栗原文蔵、笹森建一、下村克彦、白石浩之、谷井彪、土肥 孝、

中島 宏、成瀬正和、羽生淳子、原田昌之、本間岳史

10. 発掘終了後の遺物保管体制の不備により、雨水を受け註記ラベルが腐っ

てしまい、遺物の多くが出土遺構不明となっていた。中でも石器はその殆

んどが不明である。土器は現存するものを図示した。
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I 発掘調査に至る経過

埼玉県では、増大する交通量に対処するため各種の道路建設工事を進めているが、一般国道 140

号線でも関越自動車道の建設等に伴い、寄居町、花園村地内でバイパスの建設が計画された。

県教育局文化財保護課では、開発関係部局と各種の協議を図っている。今回の事業の担当課であ

る県土木部道路建設課とも同様の調整は進めていた。

道路建設課から路線内の文化財の所在について文化財保護室（当時）あて照会があったのは、昭

和48年12月17日付け第建第1103号をもってであった。これに基づいて文化財保護室では分布調査を

実施した結果、縄文時代の集落跡及び古墳群が所在することが確認された。この結果を検討して、

昭和49年 5月28日付け教文第 905号をもって、 1. 文化財は現状保存することが望ましい。 2.やむ

を得ずかかる区域については発掘調査を実施されたい。という主旨で道路建設課あて回答した。

その後、文化財保護課と道路建設課では保存策について種々の調整がなされたが、路線変更は不

可能となったため、やむを得ず記録保存のための発掘調査を実施することになった。路線内には小

前田古墳群をはじめ 4ケ所の遺跡が確認されているが、これらの遺跡について改めて発掘調査のた

めの協議を開始した。

昭和52年2月22日付け道建第 741号をもって道路建設課から文北財保護課へ「一般国道 140号寄

居町、花園村地内の道路改良事業区域内における埋蔵文化財調査について」という協議書が提出さ

れた。その内容は次のとおりである。

1. 調査時期および範囲

2. 調査費用（概算）

3. 調査機関

また、調査は昭和52年度中に実施してほしい旨の連絡もあった。

文化財保護課ではこれらに基づいて道路建設課と協議を進め、昭和52年度中に花園村黒田地区所

在の上南原遺跡の調査を実施することとなった。発掘調査は文北財保護課が執行委任を受けて行な

われた。

埼玉県知事からは文化財保護法第57条の 3に基づく埋蔵文化財発掘通知が、県教育長からは同法

第98条の 2に基づく埋蔵文化財発掘調査通知が文化庁長官へ提出され、昭和53年 1月23日から調査

が開始された。

文化庁からは委保記第17-1637号をもって調査通知を受理した旨の通知があった。

（文化財保護課）
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II 立地と周辺の遺跡

上南原遣跡の位置は、大里郡花園村大字黒田1236番地である。遺跡は甲武信岳を涜流とする荒川

が秩父山地を離れて東へ流れる左岸の河岸段丘上に立地する。荒川は秩父山地を離れると寄居町部

分を扇頂部として扇状地を形成するがこの荒川のつく った古扇状地が開析されでさた荒川扇状地は

左岸で広大な櫛引台地となっている。右岸では古扇状地の南部にあたると考えられる江南台地があ

る。櫛引台地は三角形状を呈して、西は藤治川により画され、南は荒川に沿う崖線で画されている。

台地面は 2つの段丘面に分けられる。高い面は櫛引面とよばれ、櫛引ケ原の主体をなし、寄居高校

付近より、東へ花園村下郷、深谷市境、折ノロ、上宿と続く崖線より北側の面である。低い面は寄

居面とよばれこの崖線の南側で荒川に沿って発達しており、 北東側櫛引面に比して突出しており、

深谷市原郷、熊谷市別府にかけてゆるい崖線をつくっている。櫛引面は関東ロ ーム層の武蔵野面に

あたり畑が多く、寄居面では立川面にあたり水田が多い。寄居面では立川ローム上層に対比される

洩間火山の墳出物である大里ローム層ののる面 とのらない面がある。荒川右岸の江南台地は下末吉

面となっている（堀口1980)。

荒川扇状地を開析する現河川は両岸に河岸段丘をつくり、東へ流れている。左岸では櫛引台地寄

居面に荒川に沿って段丘が数段みられ、花園村黒田では荒川が流路を北東方向に変え、滝付近で再

び東へ流路を変える。段丘は黒田付近で特に明瞭となり、 3段確認認される。

上南原遺跡は第 3段丘面の縁辺に存在している。第 3段丘の崖線は、黒田地区で北東に流れる荒

川に沿って形成され、現在の国道140号線まで接近し、この地点より急に東へ向って、荒川に接し

ていく。上南原遺跡はこの崖線が北東方向に向い始める地点に立地しており、遺跡の現在の地目

は、畑、桑畑である。段丘下は桑畑であるが東端の段丘下は、谷部を形成し現在では水田となり段

丘崖湧水が現在でもみられる。この谷部は第 3段丘の崖線が北東から東へ向い第 2段丘と合流する

地点まで続いており、この谷部以東及び以南の第 2、第 1段丘面は、桑畑と畑、黒田の集落が形成

されている。第 1段丘下には沖積面があり、水田、畑及び民家が数軒ある各。段丘下には湧水がみ

られる。

上南原遺跡に近接する遺跡としては、第 3段丘上に立地する下南原遺跡があり、編文中期加曾利

E式期の住居址、土壌が検出されている。更に東側の第 2、 3段丘面には宮台遺跡がある。上南原

遺跡の調査と前後して関越自動車道花園イソターチュンジ建設に伴い台耕地遺跡の発掘調査が行な

われている（鈴木他1980)。 台耕地遺跡は、上南原遺跡の東と接続して、第 3段丘から第 1段丘面

にかけて広がり、第 1段丘面では古墳2基、国分期住居址 1軒、第2段丘面には縄文中期（勝坂～

加曾利E期）住居址25軒、第2、3段丘面に和泉～国分期住居址が10軒、そして第 3段丘の段丘崖

の斜面部には、製鉄址が 3基検出されている。第 1段丘面の古墳は黒田古墳群の一部であり、台耕

地遺跡の西に展開して第2段丘面に築造されている。昭和50年に20基が調査され、既に報告書が刊

行されている（塩野1980)。

次に黒田地区以外の周辺部における縄文時代の遺跡について概観すると、寄居町桜沢には河岸段
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第 1図 遺跡位置図

第1表蠅文時代遺跡地名表

1 下南原遣跡 2 台耕地遺跡 3 上南原遺跡 4 橋屋遺跡 5 北塚屋遺跡

6 橋屋遥跡 7 宮台遣跡 8 No.19 9 No.20 10 No.21 11 No. 2 （縄文中期）

12 No.15（縄文中期） 13 No.10 14 No.11（縄文中期） 15 No.14（縄文中 ・後期） 16 No.12 

17 庚申塚遺跡（縄文中・後期） 18 No.24（縄文中期） 19 No.25（平安）

20 伊勢原遺跡（縄文中期） 21 宮の前遺跡（縄文中期） 22 宮側上町遺跡（縄文中期）

23 常楽寺南遺跡（縄文後期） 24 昌国寺遣跡（縄文後期） 25 むじな塚遺跡（勝坂、加曾利E)
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26 No.36 27 上郷西遺跡 28 上郷A遺跡（諸磯b) 29 羽毛田遣跡（安行］、 Il) 

30 日向上遺跡（諸磯b、C、加曾利E) 31 露梨子遣跡（前期・加曾利E・後期）

32 甘粕原遣跡（黒浜・諸磯・勝坂・加曾利E) 33 ゴヽ ン` ノ遺跡（前・中期）

34 大塚遺跡（早・後期） 35 町田耕地遺跡（早期～後期） 36 東遺跡（後期）

37 上の原遺跡（早期・ 中期） 38 八幡台遣跡（中期） 39 愛后山東遠跡（中期・後期）

40 愛后山北遺跡（早期） 41 氷）II台遺跡（加曾利E) 42 薬師台遺跡（黒浜・諸磯・加曾利E)
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丘上に北塚屋遺跡が同じ、バイパス建設に伴い調査され、縄文時代前期～後期に亘る大集落が検出

され、立地は段丘縁辺に相当する（市川1980)。 東方には後・晩期の遺物を豊富に収集された橋屋

遺跡がある。

荒川右岸の地形は立川面の河岸段丘から下末吉面の江南台地へと続き、比企丘陵へと連なってい

る。この段丘と江南台地との比高差は約20mある。荒川右岸は対岸の遺跡の数に比して極めて密度

が高くなっている。右岸の河岸段丘立川面には後期の土器の散布地が 2ケ所確認されているのみ

で、他は全て江南台地上に立地している。

扇頂部にあたる寄居町付近右岸の鉢形地区では台地上を北流して荒川に合流する小河川が台地を

開析し、台地を小区分する。遺跡は各小台地の縁辺ないし、縁辺よりむしろ小台地の中央部に中心

をもつものが存在する。このうち上の原台では既に発掘調査及び報告のなされいる第 1図32、33、

36の遺跡がある。 32は甘粕原遺跡、 33はゴ、ンソ遺跡、 36は東遺跡である。東の露梨子台には31の露

梨子遺跡がある。上の原台の東部は北東より走る小谷により開析され北側に甘粕原遺跡が、南側に

ゴ、ンソ退跡がある。甘粕原遺跡では早期、黒浜、諸磯、勝坂、加曾利El期の住居址、土壊、遺物

が検出されている。露利子遺跡は前期から後期にかけての遺跡があるが加曾利EN期の柄鏡型住居

址が検出されている。遣跡は上の原台の西端にあたる東遺跡では称名寺期の配石遺構が検出されて

いる（並木 1979、梅沢 1973)。 鉢形地区の遺跡は小河川による谷筋に沿って遺跡が立地してい

るといえる。この小河川は、比企丘陵及び比企丘悛山麓より流れ始めている。鉢形地区の東側では

北流する小河川は殆ど見られず、吉野川が江南台地を東へ流れ最後は荒川に注がれるが谷筋は東西

方向へ走っている。この地域も台地の縁辺と小谷に沿った小台地縁辺に立地すると思われる。この

地域蠅文時代の遺跡は中期を主とし、ほぽ全時期にわたって存在し、縄文時代の遺跡の豊富さを示

し、良好な立地条件を有している地域である。

既に柿沼幹夫より県北地方における縄文時代遺跡の立地条件について述べられている。遺跡の集

中地区として寄居町桜沢から用土、山崎山丘陵にかけての低丘陵地帯山麓、櫛引台地上の志戸川 ・

藤谷川の谷筋にかけて、深谷市柏合、上野台付近の小河川による谷筋に成立する中期、後期遺跡等

の立地条件とは異なった一つの特徴を有している（柿沼 1978)。

荒川右岸の遺跡に対して荒川左河岸段丘上には、上南原遺跡をはじめ北塚屋、台耕地という遺跡

が存在するが、遺跡の数は非常に少なく対称的なあり方を示している。 （曾根原裕明）
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III 調査の経過

1. 遺跡の概要

上南原遺跡は、荒川左岸の河岸段丘中位面に立地して、東西に走る段丘崖に沿って展開する。標

高は75m前後に位置して、乎坦ではあるが西南方向に向って高くなっている。

調査区域は遺跡の中心部を横断するように設定され、全長 185m、 幅20mで約3700dの面積で10

m四方のグリットを設定し、北から南へA~L区、東から西へ 1~18区として呼称した。 A~C-

1区は台耕地遺跡と接続している。

遺跡の層序は、第 1層、耕作土で20~3Qc111の厚さで黒味の強い茶褐色土で果粒状の荒い土であっ

た。第2層、暗褐色土で若干粘性を帯びており l0~2Qcmの厚さを測る。第 3層、黒褐色土で厚さは

20cm程で砂質を帯びている。第 4層は基盤層として遺構検出面となった黄褐色砂質土である。第 4

層は、砂質のため、乾燥、凍結が激しく、調査の進行に困難をきたし、覆土との差違が明瞭に把握

されなかった。厚さは20~3Qcmである。第 5層、ブロック状の黄褐色土で厚さは15虚程であった。

第6層は礫層である。

調査により検出された遺構は住居址12軒、土壊28基であった。

住居址は、縄文時代前期の諸磯a、b式期のものが11軒検出されて、調査区の中央部に整然と位

置している。住居址のプラソは、方形、長方形、楕円形のもので、長軸は 5m前後の規模をもつも

のである。壁高はl0~2Qcm程のもので、浅い掘り返みであった。柱穴の検出は覆土と基盤層の差違

が不明瞭のため検出でぎない住居址も存在し、炉についても砂質土のため焼土の残存が悪く第 3、

4、5号住居址において検出されたに留まっている。第8、12号住居址からは埋甕が検出されてい

る。第2号住居址は、ただ 1軒の平安時代の住居址で隣接する台耕地遺跡の集落の拡がりを示すも

のである。

土城は、帰属不明も含めて28基が調査され、そのほとんどが諸磯a、b式期のものであるが、諸

磯 C式を出土した第 8、9号土城、中期加曾利E式期の第12号、称名寺式期の第28号土濃が有り台

耕地遺跡との関連でその拡がりを示すものである。また、土渡内に埋設土器を伴った第 3、 5、19

号土壊等がある。

遺物の出土は、第 3、4、8号住居址において多量の土器が検出されている。

（曾根原裕朋）
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2. 調査 日 誌

1月23日（晴）午前中は、現地での最終的な打合せを、熊谷土木事務所と行い、その後、重機に

より、耕作土を約30cm程削平する。遺構の確認面は、砂質の黄褐色土であった。

1月24日（晴）重機による削平を続行する。引続いて発掘作業を東側より開始する。住居址及び

土塙が点在する。遺物の出土量が多く、縄文時代前期の土器が検出される。

1月25日（晴）遺構の確認作業を継続する。 5列まで進む、住居址 4軒、土渡を確認する。

1月26日（晴）遺構確認を進め 7列まで終了する。遺構の確認順に号数を与える。

1月27日（晴） 10列まで遺構確認が進む、住居址、土塘が集中的に確認される。

1月30日（晴）遺楷確認が14列まで進む。 10列以後は、遺構の確認が希薄となってぎた。

1月31日（晴）遺構の確認作業が一応終了する。各々の不明瞭なものは再度精査を行 うこととす

る。

2月1日（晴）住居址及び土城を掘り下げる。 遣物の出土菫は極めて少菫であった。

2月2日（睛）第 1号住居址と第 1~5号土凛の作業を継続する。第 3、5号土猥より完形品が

各々 1個体検出する。

2月3日（晴）第 1号住居址の作業が終了する。 遺物の出土塁は少＜貧弱であった。

2月6日（晴）第2号住居址を掘り始め、各土り廣も順番に作業を継続する。土猥からの遣物の出

土量は少い。完掘された遺構は順次写真撮影を行う。

2月7日（晴）継続して住居址及び土城の作業を行う。

2月8日（晴）第 2号住居址の寵南側より 須恵器杯が纏って検出される。土渡の実測を始める。

2月9日（曇）第 3、4号住居址を掘り始める遺物の出土量多く、そのままの状態で図化するこ

ととする。第2号住号址の鼈を切る。土猥は順次掘り進める。

2月10日（雨後曇）雨上がりを待って、作業を始める。遺構確認の不明瞭な部々を再精査する。

2月13日（晴）第3、4、5号住居址に作業を集中する。ともに遺物の出土量が多く難行する。

2月14日（晴）土の凍結が激しく、作業能率が低い。継続して作業を行う。

2月15日（晴）第3号住居址の遺物の出土状態の図化を行う。土器と礫が半月状に広がる。

2月16日（晴）第 3、4、6号住居址の作業を継続する。

2月20日（晴）第3、4号住居址の作業が終了する。第7、8号住居址の作業を開始する。第 8

号住居址は、遺物の出土量が極めて多い。

2月21日（晴）第3号住居址の写真撮影を行う。その他は継続する。

2月22日（晴）第 3号住居址の出土遺物が多量に検出され作業難行。第 4号住居址作業終了す

る。

2月23日（晴）作業を継続する。第2号住居址を除いては羅文前期諸磯系の土器を出する。

2月24日（晴）第 5号住居址が掘り上がる。 遺物の出土量は少い。

2月25日（睛）第6号住居址が掘り上がる。 第8号住居址に作業を集中する。
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2月27日（晴）各住居址は遺物を残したまま写真撮影を行うこととする。

2月28日（睛）作業を継続する。

3月1日（晴）強風のため、作業を中止する。

3月2日（晴）第9、10号住居址を掘り始める。第10号住居址も遺物出土量が多い。

3月3日（晴）作業を継続する。

3月6日（晴）第7号住の遺物出土状態の図化を行う、他は作業を継続する。

3月7日（晴）作業を継続する。

3月8日（晴）第7号住居址が掘り上がる。清掃の後、写真撮影を行う。

3月9日（晴）最後に残っていた第11号住居址を掘り始める。遣物の出土量が多い。

3月13日（晴）第7号住居址の作業が終了する。清掃の後、写真撮影を行う。

3月14日（晴）第9号住居址の作業が終了し、写真撮影を行う。

3月15日（晴）第11号住居址の作業が終了する。

3月16日（晴）第22~25号土渡の実測を行い終了する。

3月17日（晴）第27、28号土城の実測が終了し清掃及び写真撮影を行う。

- 11 -

3月20日（晴）第8号住居址の遣物を取り上げ床面の精査を行い、 2軒の住居の重複が判明し、

第12号住居址とする。

3月21日（晴）第8、12号住居址の最終的な精査と第10号住居址が掘り上がり、写真撮影を行

う。

3月22日（晴）第10号住居址の実測を始める。

3月23日（睛）第10号住居址の実測が終了する。

3月24日（晴）第11号住居址の実測を始める。第8、12号住居址を写真撮影を行う。

3月27日（晴）第11号住居址の実測が終了する。

3月29日（晴）第8、12号住居址の実測を始める。第10、11号住居址の写真撮影を行う。

3月30日（晴）図面の不備なものは、補正、修正を加える。

3月31日（晴）図面、遺物の整理、点検と行い全ての作業を終了する。

（高塚卓史、小渕良樹、市川 修）
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縄文時代の遺構と遺物

1. 住 居 址

第 1号住居址 （第 3図）

調査区の東側B、c区に位置している。 北東コ ーナ一部は壁の立ち上がりが不明瞭であるが、長

辺約 5.5 m、短辺約 2.9mの長方形のプラソを呈すものである。 壁高は最も深い西側で約20cmを測

るが、東に向って傾斜する床面で、全体に軟弱な状態であった。柱穴は 2ケ所検出され、北、南壁

に寄っている。深さは、 8 CI/Lを測り浅いものであった。炉址は検出されていない。

覆土の状態は、暗褐色砂質土が堆積して分層の不明瞭なものであった。

出土遺物は、諸磯b式土器が検出され、図示した 1個体を除いては細片のものが少量であった。
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第 3号住居址（第 4図）

C、D-5区に位置する。長軸約 4.5m、短軸約 4.1mの規模をもった不正方形を呈している。

壁高は15cm前後を測る。床面は乎坦であるが軟弱な状態であった。柱穴は検出されていない。炉は

北東コーナ一部に寄って位置し、 長径約 1.7 m、短径 1.1mの楕円形で深さは約60cniを測る。掘り

方が深いもので規模の大きいものである。

覆土の堆積は、第 1層明褐色土、第 2層黄褥色砂質土、第 3層暗褐色砂質土である炉 内の状態

は、第 1層黒褐色砂質土で大粒の焼土と炭化物を含む。第 2層暗褐色砂質土で少量の炭化物と焼土

む含む。第 3層暗褐色砂質土で少量の焼土を含む第4層茶褐色砂質土で少量の焼土を含む。第 5層

茶褐色土で大粒の炭化物を含む。
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遣物の出土は、床面に接して集中的に検出された。 多 くの復原可能個体と扁平で径10~30cm前後

の河原石が南壁部より半月状に認られ、混在していた。 炉覆土からも火熱を受けた土器が多量に出

土した。土器は胴下半部を欠損するものであり、炉の特殊な形態、配石状の礫の集中は、特殊な意

識作用の想定が可能かもしれない。出土遣物は諸磯b式土器である。

第4号住居址（第 5図）

D-5、6区に位置する。方形のプラソを呈し一辺が約4mを測る。掘り込みは深く全体に約20

虚である。床面の状態は軟弱であったが平坦面を作っている。柱穴は南半分に片寄って検出され、

深さは10~13cmと24cmのも のである。炉は程中央に位置して長軸約 120C71!、短軸約70C7nの楕円形の

もので、基盤層に若干の焼土を含み約10C71Lの掘り近みのものであった。

覆土の状態は、暗褐色砂質土で分層の不明瞭なものであった。

遺物の出土状態は全て床面から浮いて検出されている。出土遺物諸磯b式土器である。

第 5号住居址 （第6図）

E-6区に位置する。長辺約4.6m、短辺3.6 mの方形を呈す。北西コーナ一部には第17号土

渡と重複している。壁高は20C71L前後を測る。床面の状態は軟弱であるが平坦な面で検出された。
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柱穴は 6本が検出され北壁部に偏在している。深さは13cm未満と浅いものであった。炉は中央部

で検出され、長征 160C"し、短径 120C11lの不整楕円形のものである。

覆土の堆積状態は、第 1層暗褐土、第2層黒褐色土、第 3層黄褐色土であり全て砂質系の土であ

る。炉内の状態は、第4層茶褐色砂質土で焼土のブロックを含んでいる。第 5層茶褐色土砂質土で

第4層より焼土量が少い。

出土遺物は、諸磯b式の浮線文土器が検出されて全体としての量は少数であった。

第 6号住居址（第7図）

E、F-8区に位置する。長軸約4.8m短軸約 3.8 mの長方形のプラソである。壁高は約10C1/i前

後と浅いものであった。床面は軟弱な状態であった。柱穴は南西コーナ一部に 3ケ所、北壁中央部

に1ケ所検出され、 深さは10C1/i前後を測る。 炉址は検出されていない。

覆土の堆積は、第 1層明褐色士、第 2層黄褐色砂質土、第 3層黄褐色砂質土（第2層）より黄色

味が強い。第4層暗褐色土、第 5層茶褐色土であった。

出土遺物は諸磯b式土器である。
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第7号住居址（第 8図）

F-8区に位置する。長軸約 4.8m、短軸約 3.8 mの不正方形を呈している。南西コーナ一部に

は大ぎな攪乱を受けている。壁高は西側で約20cm東側で約1OC7/iを測る。床面は平坦で軟弱な状態で

ある。床面の中央には径約90cmの掘り込みが検出され、柱穴は10本検出され深さは6~14cmを測

る。焼土の検出はなく炉址は不明である。

遺物は諸磯 a、b式土器が出土した。

第 8、12号住居址（第9図）

G-10区に位置する。調査段階の後半で 2軒の重複が判明したため第12号住居址及び全体のプラ

ソは不明な部分が多い。短軸は約 5.4mで、南壁部は約10cmの掘り込みをもつ、床面は軟弱で傾斜

の強いものである。埋甕が2ケ所検出され各々の住居址に帰属する。柱穴は 7本検出され深さは 8

~17cmのものである。東壁部には径 1mの土壌状の落込みが検出されている。

覆土の状態は、第 1層暗褐色砂質土、第2層黄褐色砂質土、第 3層茶褐色砂質土、第4層明褐色

砂質土であり、第 1層が12号住居址の覆土である。

遺物の出土は、第 8号住居址では南半分に多く検出され、床面に近い状態のものが多い。第12号

住居址では第 1層の上面で集中的に出土している。第 8号住は諸磯a式、 12号住は諸磯b式期
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第9号住居址（第10図）

F-9区に位置する。長軸約 5.3m、短軸約 3.3mで各コーナ一部は丸味をもった楕形を呈して

いる。壁高は10~15cm前後で床面は中央部に向い窪んでいる。柱穴は 9本検出され程方形に結ばれ

ているもので深さは 8~15C71Lを測る。中央部から西に寄ったところで楕円形の落込みが検出されて

いる。焼土の検出は無く炉は不明であった。

覆土の堆積は、暗褐色砂質土であり分層の不明瞭な土であった。

遣物は、諸磯b式土器が出土した。

第10号住居址（第11図）

1-12区で調査区の西端に位置している。プラソは長軸約 5.1m、短軸約4mの不整方を呈して

いる。面壁の中央部には第26号土猥と重複している。壁高は約15cm前後を測る。床面は西辺に向っ

て傾斜して全体に軟弱な状態であった。柱穴は中央部に 1本、北、 南壁に各 2検出され、深さは 9

~20cnLを測る。焼土の検出は無く炉は不明である。
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覆土の堆積状態は、第 1層黄褐色土、第 2層褐色土で炭化物を含む。第 2層黄褐色砂質士、第 4

層攪乱、第26号土塙の覆土は、第 5層褐色土、第 5層明褐色土、第6層黄褐色砂質土、第7層黄褐

色土である。

遺物の出土は、諸磯b式土器が出土した。

第11号住居址（第12図）

C、D-5区に位置する。西壁部には第6、7、8号土城と重複している。一辺は約 5mの方形

のプランをもち、壁高は約15cm前後を測る。床面は平坦である。柱穴及び炉址は検出されていな

い。中央部には土猥状の落近みが検出されているが性格は不明である。

覆土の堆積は、第 1層黒褐色砂質土、第2層黄褐色砂質土である。

遺物の出土は諸磯b式土器が検出された。

（曾根原裕之）
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2. 土壊

第 1号土城（第13図）

C-4区に位置する。長軸約150cm、短軸約100cmの楕円形を呈して、深さは約50C1几を測る。 出土

遺物は、諸磯b式の沈線文土器が出土している。

第2号土壊（第13図）

C-3区に位置する。長軸約 160c況、 短軸約80cmで深さは約25cmを測り楕円形のプランを呈す。

出土遺物は、諸磯b式の爪形文の土器が出土した。

第3号土壊（第13図）

C-4区に位置する。径約70cmの円形を呈して、深さは約10c71iを測る。出土遺物は、底面よ り若

干浮いた状態で、諸磯b式の浅鉢形土器が出土した。

第4号土壊 （第13図）

C、D-4区に位置する。長軸約140C11し、短軸100C1nを測る楕円形を呈している。深さは約10C71lで

ある。 出土土器は、諸磯 a式が出土した。

第5号土城（第13図）

D-4区に位置する。長軸約290cm、短軸約210cmの不整楕円形を呈し、深さは約10mである。 出

土遺物は、底面に接して押し壊れた状態で諸磯b式の深鉢形土器が出土した。

第 6号土壊（第13図）

第11号住居址と重複している。長軸約180cm、短軸約110cmの楕円形を呈している。深さは約40cm

で壁は傾斜が緩かである。出土遺物は検出されていない。

第 7号土渡 （第13図）

第11号住居址に重復している。長軸約160cm、短軸 llOc節の不整円形を呈し、 深さは約20cmを測

る。 出土土器は、諸磯 a式の沈線文、 爪形文の土器が出土している。

第 8号土壊 （第13図）

第11号住居址に重複している。長軸約160cm、短軸110cmの不整楕円形を呈す。深さは約20cmを測

る。 出土遺物は諸磯 C式土器が出土した。

第 9号土城（第13図）

D-5、6区に位置する。径約 140虚の円形を呈している。壁は直線的であり、深さは約30C1/1,を

測る。 出土遺物は諸磯 C式土器が出土した。

第10号土壊（第13図）

D-4区に位置する。径約 140C11しの円形を呈す。深さは約30cmを測る。 出土遺物は諸磯b式の沈

線文の深鉢胴下半部が出さした。

第11号土城（第13図）

D-4区に位置する。径約90cmの円形を呈し、深さ約30cmを測る。 出土遺物は諸磯b式の浮線文

土器が検出されている。
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第12号土城（第14図）

D-4区に位置する。長軸約170cm、短軸約140cmの不整形を呈して、深さは約35cmを測る。出土

遺物は加曾利EN式土器が出土した。

第13号土壊（第14図）

D-4区に位置する。長軸約185c1/1,、短軸約100cmの楕円形を呈す。深さは約50cmを測る。壁は傾

斜が緩かである。出土遺物は諸磯 a式の爪形文を施した土器が出土している。

第14号土城（第14図）

D-4区に位置する。長軸約280C11し、短軸110cmの楕円形を呈する。遣物は検出されていない。

第15号土城（第14図）

C-6区に位置する。径約60cmの円形で、深さは約20cmを測る。壁は直線的である。遺物は検出

されていない。

第16号土城（第14図）

E-6区に位置する。長軸約 140C11し、 短軸約90cmの不正楕円形を呈す。深さは約20cmを測る。出

土遺物は諸磯b式土器が検出された。

第17号土城（第14図）

E-6区第 5号住居址の北西コーナ一部に重複する。長軸約80c加、短軸約60cmの楕円形を呈す。

壁の傾斜は緩かで深さは約25cmを測る。出土遺物は諸磯b式の沈線文土器が出土している。

第18号土城（第14図）

E-7区に位置する。長軸約240cm、短軸約170mの楕円形を呈す。深さは約25cmを測る。出土遺
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物は諸磯b式の沈線文の土器が出土している。

第19号土城（第14図）

F-8区に位置する。長軸約90cm、短軸約60cmの方形を呈す。深さは約15虚を測る。底面中央に

は埋設土器が伴い、胴上、下半部を欠損する諸磯b式土器であった。

第20号土城（第14図）

F-7区に位置する。長軸約100cm、短軸約60cmの楕円形を呈す。深さは約20cmを測る。出土遺

物は諸磯 a式の沈線文の土器が検出されている。

第21号土壊（第14図）

F-8区に位置する。長軸約220cm、短軸約120cmの楕円形を呈し、深さは約10cmを測り、テラス

を作り、中央に径90cm、深さ約45cmの掘り込みをもつ形態である。出土遺物は検出されていない。

第22号土渡（第14図）

G-8、9区に位置する。長軸約220cm、短軸約125cmの楕円形を呈し、深さは約10cmを測る。遺

物は検出されていない。

第23号土壊（第14図）

F-9区に位置する。長軸約 130cm、短軸約80c加の楕円形を呈す。深さは約lOcmを測る。遣物は

検出されていない。

第24号土壊（第15図）

G-9区に位置する。長軸約125cm、短軸120cmの方形を呈し、深さは約10cnLを測る。遺物は検出

されていない。

第25号土濃（第15図）

G-10区に位置する。長軸約125cm、短軸約115cmの楕円形を呈し、探さは約25cmを測る。出土遺

物は諸磯b式の爪形文土器が検出された。

第26号土城（第15図）

I-12区に位置する。第10号住居址の西壁と重複する。長軸約180c11し、短軸約140cmで方形に近い

形状をもち、 深さは約50cmを測る。出土遺物は諸磯b式の沈線文、浮線文土器が検出された。

第27号土壊（第15図）

L-14区に位置する。長軸約200cm、短軸約100cmの楕円形を呈す。深さは約40cmである。出土遺

物は諸磯 a式の沈線文土器が出土した。

第28号土堀（第15図）

L-14、15区に位置する。調査区における遺構検出の東端となっている。長軸約 190cm、短軸約

120cmの楕円形で、 深さは約65cmを測る。出土遺物は称名寺式土器が検出されている。

（市川修）
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3. 土 器

a 住居址出土土器

第 1号住居址出土土器（第16• 17図）

番号I 器形、文様の特徴 胎土、焼成、色調 l備考

ー ロ径約28cm、器高33cmを測る深鉢。口縁部は直線 胎土は緻密である。焼成は良好

的に開いて直下の収縮部は膨みを経て胴下半から底 色調は暗赤褐色。

部に向う。底部径はlOcmである。器面には縄文LR

を施文して端部には 0段綾絡文が見られる。底部周

辺は磨きを加えている。

ロ縁およ

び胴部¼‘

底部全周。

2 キャリパー状口緑をもつ深鉢の口緑および口緑部 胎土には片岩、石英、長石を含

i 破片である。共に地文RL上に扁平な浮線文を施し む。焼成は良好。色調は共に暗赤
4 

浮線上には交互に刻目を加えている。 褐色。

5 浮線文をもつ深鉢の胴部破片である。地文ほRL 胎土は緻密。焼成は良好。色調

が施文される。 7は3本の浮線が巡る。浮線上には は6、7、10が赤褐色、他は暗赤
10 

11 I 深鉢胴部破片である。器面に沈線文を備える。 11I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

・，は、沈線が集合して施されている。地文は共にRL I fillが黒褐色、 12は暗赤褐色。
12 

刻目を加えている。 褐色である。

である。

O 10cm 
l -——’~ ・--• • • ▼ー・一ーー9

第16図 第 1号住居址出土土器 (1)
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第17図第 1号住居址出土土器 (2)

番号l 器 形 、 文 様 の 特 徴 I 胎土、焼成、色調 I備 考

13 キャリパー状口縁をもつ深鉢の口縁部破片であ 胎土は緻密。焼成は良好。色調

． 
る。 13は口唇部に刻みを備えている。器面には縄文 は暗赤褐色。

14 
RLを施すものである。

15 外反する口縁部破片である。器面には縄文LRを 胎土は緻密。焼成は良好。色調

施文している。 は暗赤褐色。

16 深鉢の胴部破片である。 18は弱い収縮を備えた形 胎土は緻密。焼成は良好。色調

t 態を示している。これらは器面に縄文RLが施文さ は16~18が赤褐色、 19は暗赤褐色
19 

れている。 である。

第 3号住居址出土土器（第18~22図）

番号 器 形、文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 I備 考

1 キャリパー状口縁をもつ深鉢で、山形に尖る 4単 胎土は荒く、片岩が目立つ。焼

位の波頂部を備えている。口縁部の内湾は強く直線 成は良好。色調は暗赤褐色。

的である。胴部への移行は緩かな収縮部を作って円

筒状の胴部へ向う形態である。器面には縄文RLを

地文として、浮線文により構成される。口縁に沿っ

ては 3本の浮線が巡り、口緑部下の浮線と共に文様

帯を区画して、波頂下には渦巻状に、さらに孤線、
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番号 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 1 備考

曲線的に浮線を施し埋め込まれている。収縮部には

X状に貼付される浮線が連続して交点には縦位に 4

本の浮線が埋め込まれている。胴部には 2本 1組み

の浮線が巡っている。口唇部にも波頂部を起点とし

て連続X状に浮線が巡り、交点には縦位に浮線を埋

め込んでいる。浮線上には、交互に方向を異にする

鋭い刻目を加えている。口唇および、収縮部の浮線

上は無文のままである。

2 I 4単位の波頂部をもつキャリパー状口緑の深鉢で 胎土は緻密。石英、長石、チャ

ロ緑部は緩かな内湾を示すものである。口縁および ートを含む。焼成は良好。色調は

ロ縁部下には 2本の浮線により区画され、波頂下に にぶい橙色で一部黒褐色である。

は対孤状に浮線を配して、渦巻状に埋め込んでい

る。波底部には曲線的な浮線を施している。浮線上

には鋭い刻目を同一方向に施すものである。地文に

は縄文LRを施文している。

3 キャリバー状口緑をもつ深鉢で、胴部との接合部 胎土は緻密。片岩が目立つ。赤 1炉出土。

4 には弱い収縮部を備えている。波頂下には渦巻状に 褐色。

浮線を配し、孤線状の浮線が埋め込まれている。 3

は、 2本 1組の浮線が巡る。 4は3本 1組である。

共に浮線上には刻目を加えている。収縮部にはX状

に浮線が施されていたものであろう。

5 I 波頂部は欠損するが、 4単位の頂部をもつキャリ 胎土は緻密。焼成良好。色調は

バー状口縁をもつ深鉢で、口縁部から胴部の移行は 暗褐色。

直線的な形状を示すものである。口緑および胴部は

3本 1組みの浮線が巡り、区画内には、波頂部で渦

巻状に、その他は曲線、孤状線が埋め込まれてい

る。浮線上には方向を異にする刻目を加えている。

口唇部には連続X状に浮線を配して 3本の浮線が連

結部を縦位に分断している。浮線上は無文である。

地文には縄文RLを施している。

6 I 平口縁で、 4ヶ所に頂部を 2つもつ小突起を画し 胎土は荒く、片岩が目立つ。焼

たキャリバー状口縁をもち、円箇状の胴部へ直線的 成良好。色調は暗赤褐色。

に移行する。口縁および口緑部下には 3本の浮線に

より区画されて、突起下には縦位の浮線がそれを起
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第19図 第3号住居址出土土器 (2)

番号 器 形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 i備考

点に曲線的なモチーフを描いている。地文には縄文

R Lが施文されている。

7 I 形態は 6と同じである。突起は山形の小突起と、

6と同一の頂部を 2つもつ小突起が対応して配され

ている。文様は乎行沈線により描かれている。口縁

および口縁部下には沈線が巡り区画帯をつくり、突

起下を起点に直線、孤線、曲線的モチーフを描くも

のである。地文には縄文RLを施文している。

暗赤褐色。

8 I 平口縁で外反の強い深鉢である。口唇部は尖った 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

形状を示す。口径22cm。器面には縄文RLを施文し 良好。色調は暗赤褐色。

ている。器面は凹凸が激しい。
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番号I 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 i備考

9 I 平口緑で、口縁部は内湾気味の形態を示してい 胎土は荒い。片岩が目立つ。焼

る。口径約32cmである。器面は無文で、ヘラ状工具 成良好。色調はにぶい橙色。

により削られた荒い面を作りだしている。内面も同

様に荒れている。

10 I キャ リパー状口縁の深鉢の底部である。共に胴部 胎土は緻密。焼成は良好。色調

から底面の移行部には稜を作りだす形態である。 10 は共に赤褐色。

は地文に縄文RLを施し、 11は無文である。浮線は

連続X状に施され、 3本組の縦位の浮線が区画して

いる。

12 I 鉢形である。 口径約22cmである。器面は荒れてい 胎土は緻密。焼成良好。色調は

る。内面は研鹿を加えている。 にぶい橙色。

13 I 口縁部が強く内湾する無文列孔土器である。 I 胎土は緻密である。焼成は良好

色調は赤褐色である。

14 口縁部が球状に膨むキャリパー状口緑をもつ深鉢 胎土は荒く 、片岩が目立つ。焼

TIで口縁は外折している。口縁下と口縁部下には平行 成は良好。色調は暗赤褐色。
16 

沈線が区画 して、 直線的なモチーフを斜方向に施文

している。

17 I キャリパー状口縁をもつ深鉢で波状形態をもっ口 胎士は緻密。焼成良好。色調は

19 

i 
33 

縁部の破片である。波頂下にはボタン状の突起を配 灰褐色である。

している。口縁に沿っては乎行沈線が巡る。

胴部破片を一括する。すべて平行沈線文を備える 胎土は、 21、26、27、32、33は

I ものである。 18は口縁部下の破片、 19は収縮部に相 荒く、片岩が目立つ。焼成良好。

当する。他は胴部下半の破片であろう。沈線は、一 色調は26が黒褐色、 24、25、31が

定の巾をもつ18、26、33の他は、集合されて施文さ にぶい橙色。他は、暗赤褐色であ

れている。地文には全て縄文RLが施されている。 る。

34 爪形文を施した深鉢である。 34は平口縁の口緑部 胎土は緻密。焼成は良好。 35は

36 
破片である。爪形文はC字状に連続して施文され、 暗赤褐色、 34、35はにぶい橙色。

35、36は孤状に構成している。

37 キャリパー状口緑をもつ深鉢。浮線文を施すもの 胎土は、37、40、41が荒く片岩

53 
で口縁部破片を一括する。波頂下の浮線の構成は渦 が目立つ。他は緻密で、石英、片

巻状に施されている。 37には瘤状の突起が配されて 岩、長石、チャートを含有。焼成

いる。口縁に沿う浮線は40を徐いて 3本が巡るもの は良好。 38、42、47、48は色調が
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第20図第3号住居址出土土器 (3)
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第21図 第 3号住居址出土土器 (4)
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第22図 第3号住居址出土土器 (5)
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番号 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 ！備考

である。浮線上には刻目を施し40は同一方向、その 黒褐色、 43が赤褐色、他は暗赤褐

他は交互に加えている。 37の口唇部にはX状に無文 色である。

処理の浮線が連続して交点には 3本の浮線を配して

いる。地文には縄文RLが施文されている。

54 I 収縮部の破片である。波状に連続する浮線文で刻 胎土ほ緻密。焼成良好。色調は

55 

i 
75 

目を施さず無文である。 黒褐色。

胴部破片を一括して浮線文をもつもの。浮線文は 胎土は55、63、67~69は荒く、

2~3本を 1組として施文される。全て浮線上には 片岩が目立つ。焼成は共に良好。

・，刻目を加えている。刻目は同一方向のものと交互に I色調は71、73、76、77がにぶい橙

77 I加えるものがある。地文には縄文を施している。 色、他は暗赤褐色である。

76 I 収縮部の破片でX状と縦位に浮線文をもってい I胎土は緻密。焼成良好。色調は I発色効果

る。胴部には刻目を加えた浮線が巡る。 器面が暗赤褐色。浮線はにぶい橙 Iの異なる粘

土を用いて
色。 いる。

78 I キャリパー状口縁をもつ深鉢で、無文のものであ I 胎土は荒く片岩、 黄色粒子が共

• I る。 78は内湾形態、 79は内折する口縁部形態で78ii| tこ目立つ。焼成良好。色調は暗赤
79 

器面に凹凸面を残している。 褐色である。

80 1 縄文を施文する深鉢を一括する。 80は、波状口緑 胎土は81、86で片岩が目立って

1 で外反の強い形態、 81は口唇部に小突起を備え刻目 含有。他は緻密。焼成は良好。色
91 

を加えた外反形態、 86は直立気味のものである。 87 調は80~82、86が黒褐色、 91がに

88は弱く収縮する胴部破片である。縄文の原体は、 ぶい橙色、他は暗赤褐色である。

81、86がLRで、他はRLにより施文されている。

92 底部破片である。 92は浮線が 3段巡っている。他 胎土は92、94が荒い。焼成は良

I 11ま縄文RLが施文されている。93を除いて外に開く 好。色調は、 93がにぶい橙色、他
95 

形態のものである。 は暗赤褐色である。

第4号住居址出土土器（第23~25図）

番号l 器 形、文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 備 考

1 平口縁の深鉢で、口縁部は強い外反する形態を備 胎土は緻密。焼成は良好。色調

え、 4ケ所に頂部を 2つもつ小突起が配されてい は暗赤褐色。

る。口緑及び胴部上半には平行沈線が区画を加え、

孤線の連続を施し、空白部に曲線を埋め込んでい
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番号I 器形、文様の特徴 胎土、焼成、色調 1 備考

る。地文には縄文LRを施文している。

2 I キャリパー状口縁をもつ深鉢で、口縁部は丸味を 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

もつ形態である。平行沈線の区画内には、直線化し は良好。色調は暗赤褐色。

た沈線を埋める。

3 I キャリパー状口縁をもつ深鉢で、 4単位の波状口 胎士は荒く片岩が目立ってい

緑で大型の器形をもつ士器である。口縁および胴部 る。焼成は良好。色調はにぶい橙

上半の平行沈線は文様帯を区画し曲線、孤線直線の 色。

組み合せた文様を施文している。地文縄文はRLで

ある。

4 I キャリパー状口縁もつ深鉢で、波頂部にはスリッ 胎土は緻密。焼成は良好。色調

ト状に刻目を加える。口縁部は直立気味の形態であ はにぶい橙色。

る。浮線は波頂では大きな渦巻状に貼付されてい

る。浮線は 2本を 1組みとして施され、方向を異に

する細密な刻目を加えている。地文として縄文RL

が施文されている。

5 I キャリバー状口縁をもつ深鉢で、口縁部の内湾の 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

強い形態をもち、胴上半に収縮部を備えている。波 は良。色調はにぶい橙色。

頂下には瘤状の突起を配している。口縁および胴部

の浮線は 3本組みである。波頂下の文様構成は渦巻

状である。浮線上には刻目を加えている。地文とし

て縄文RLが施文されている。

6 I キャリバー状口縁をもつ小型の深鉢である。口縁 胎土は緻密。焼成は良好。色調

は内折気味の形状を示す。器面には縄文RLが施文 は暗赤褐色。

されている。

7 I 外反の強い乎口縁の深鉢で口縁部下に弱い収縮部 胎土は緻密。焼成は良好。色調

をもつ。口唇部は尖っている。器面は無文で、調整 は暗赤褐色。

痕を残している。

8 I 列孔無文土器で、口縁部は内湾している。列孔ほ I 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

稜部に穿たれている。口径約25cmを測る。 は良。色調は暗赤褐色。

9 I 鉢形で口縁部は直立している。口径は約21.5cmで 胎土ほ緻密。焼成は良好。色調

ある。器面は調整痕を横方向に残している。内面ほ は赤褐色。

研磨を加えている。
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番号 器 形、文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 I備 考

10 外反する平口緑深鉢である。口縁に沿って平行沈 胎土は緻密。焼成は色好。色調

線が施文されている。 は暗赤褐色。

11 キャリパー状口緑をも深鉢の口縁部破片で波状ロ 胎土は緻密。焼成は良好。色調

！ 
縁の波底部分に相当しよう。口縁は弱く内湾する形 は暗赤褐色である。

13 
態である。口縁に沿って乎行沈線が巡っている。

11は曲線的、 12、13は直線化する沈線が施文されて

いる。地文には縄文RLが施文されている。

14 キャリパー状口縁をもつ深鉢の口縁部の破片であ 胎土は緻密。焼成は良好。色調

るが、沈線の構成が異質で口縁部には木ノ葉状の沈 は暗赤褐色。

線が施文されている。鉢系の土器か？

15 波頂部下の破片で、沈線は渦巻状の構成である。 胎土は緻密。焼成は良好。色調

地文縄文の原体は不明。 は赤褐色。

16 キャリパー状口縁をもつ深鉢で、口緑部下および 胎土は18、19、22が荒く片岩が

i 胴部の破片で沈線文の土器を一括する。 16、19はロ 目立つ。他は緻密。色調は16が赤
22 

緑部直下に相当する。沈線は 2~3列構成で巡る。 褐色、他は暗赤褐色。

地文の縄文は、 16がL、17~21がLR、22はLであ

る。

23 キャリパー状口緑の深鉢で浮線文の口緑部の破片 胎土は緻密。焼成は良好。色調

t である。 23は乎口縁、 24~26は波状口縁の土器と見 は26、27がにぶい橙色、他は暗赤
28 

られる。 23は渦巻状の構成で、口唇部には連続X状 褐色である。

に浮線が貼付され、従位に浮線を埋め込んでいる。

他は曲線、孤線構成の浮線である。浮線上には刻目

を加えている。

29 キャリパー状口緑をもつ深鉢の口緑部下および胴 胎土は39、41、45が荒く片岩が

t 
51 

部破片である。 34、35は口緑部下である。 41は胴部 目立つ。焼成は良好。色調は39、

中位が膨む形態を示し、 49は収縮部の破片である。 42が黒褐色。他は、暗赤褐色であ

浮線は 2~4本組みとなっている。浮線上には刻目 る。

を交互に方向を変えて施文している。地文としては

30がLR、他はRLである。

52 キャリパー状口縁ともつ深鉢の口縁部破片で縄文 胎土ほ荒く片岩が目立つ。焼成

i 
54 

をもつ土器である。 52、53は内湾の弱い形態で54ほ は良好。色調は共ににぶい橙色。

内湾の強いものである。器面の縄文はRLを施文し
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第23図 第4号住居址出土土器 (1)
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第24図 第4号住居址出土土器 (2)
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番号I 器形、文様の特徴 胎土、焼成、色調 l備考

ている。

55 I 外反する口縁部をもつ深鉢である。器面には縄文 I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

無節のLと施文している。 は赤褐色である。

56 深鉢の胴部破片で縄文施文のものである。縄文原 胎土は57が荒く片岩が目立つ。

？ 体は56~59がRL、60がLRと施している。 焼成は良く、色調は暗赤褐色であ
60 

る。

61 I 探鉢の胴部下半の破片で、底部に向って収縮す I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

る。無文である。 は共に暗赤褐色である。

62 I 深鉢の胴部破片である。器面にはケズリ痕を横方 I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

向に明瞭に残している。 は暗赤褐色。

63 I 乎口縁の深鉢で、口縁部下に収縮部をもつ形態で 胎土は緻密。焼成良好。色調は

ある。無文の土器で、口径23cmである。 暗赤褐色。

64 

？ 

66 

外反の強い口縁部をもつ深鉢で、同一形態の口緑 胎士は緻密。焼成は不良。色調 浮島式

・ロ縁部、胴部破片である。 64は口緑に沿って縦方 は黒褐色。

向の刻目を加え、 65は、変形爪形文が施文されてい

る。 66は胴部下半に相当して、貝殻文が連続する。

67 深鉢の底部である。 67は浮線が巡り、刻目が加え 胎士は緻密。焼成は良好。色調

？ られている。 68、69は縄文LRが施文されている。 は暗赤褐色。
69 

第 5号住居址出土土器（第26図）

番号I 器 形、文 様 の 特 徴 I 胎土、焼成、色調 l備 考

1 4単位の波頂部をもち、口縁は外反して、口縁部 胎士は緻密。焼成良好。色調は 同一番形態

が球状に膨む形態をとる深鉢である。浮線文により にぶい橙色。 で沈線文の

構成する。口緑に沿って 2.3条の浮線が巡り、口縁 楠成は 3号

下には 2本の浮線が区画して口縁部文様帯を画して 住の14~15

いる。文様帯は渦巻状の文様が見られる。浮線上に にある。

は細かい刻目を加えている。

2 深鉢の胴部破片である。浮線が巡っている。地文 胎土は緻密。焼成良好。色調ほ

には縄文LRが施文されている。 暗赤褐色。
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番号 I 器 形、 文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 I備 考

3 深鉢の胴部破片である。沈線文で構成される。地 胎土は緻密。焼成良好。色調は

i 文には縄文RLが施されている。 4が赤褐色、他は暗赤褐色。
5 

6 深鉢の口緑および胴部破片である。器面には爪形 胎土は緻密。焼成良好。色調は

l 文が施文される。 6は口縁で 1列の爪形文が巡る。 共に暗赤褐色。
7 

7は爪形文間に刻目を加える。

8 深鉢の胴部破片である。無文の士器で器面にはケ 胎土には片岩が目立つ。焼成良

ズリ痕を明瞭に残している。 好。色調は暗赤褐色。

， 深鉢の胴部破片で、 9は弱い収縮部をもつ形態で 胎士は緻密。焼成良好。色調は

． 
ある。器面には縄文が施され、 9はRL、10はLR 共に赤褐色。

10 
が旅文されている。

11 深鉢の底部である。共に開きの強い形態を示して 胎土は緻密。焼成良好。色調は

． 
いる。器面には11が縄文RL、12はLRの原体が施 共に暗赤褐色。

12 
文されている。
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第26図第5号住居址出土土器
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第 6号住居址出土土器（第27~28図）

番号l 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 備考

1 平口緑の深鉢で、 1は外反が強い形態、 6は直立 胎土は緻密。焼成良好。色調は

・ 気味の口緑部である。共に平行沈線が口緑を巡って 1がにぶい橙色。 6が赤褐色。
6
 いる。

2 I 深鉢の口縁下の破片で、口縁および胴部の区画内 胎土は緻密。焼成良好。色調は

に平行沈線が波状に施文されている。地文として縄 暗赤褐色。

文RLが観察される。

3 I 深鉢の胴部破片である。共に木ノ葉文系の文様が 胎土は緻密。焼成良好。色調は

3が暗赤褐色。 4は黒褐色。
4
 

．＇沈線によって描かれている。 3の器面には地文とし

て縄文RLが観察される。

5 1 キャリパー状口緑をもつ深鉢である。 4単位の波 胎土は緻密。焼成良好。色調は

． 頂部をもち、 5は小突起を、 7は口縁部に瘤状の小 共に暗赤褐色。

7
 突起を配している。共に口緑に沿って沈線が巡り、

7は孤線が描かれている。

8 I 深鉢の胴部破片で、口緑部に向って外反している 胎土は緻密。焼成良好。色調は

沈線は 1、6と対応して口縁部文様を区画するもの 暗赤褐色。

である。地文として縄文LRが施文されている。

9 キャリバー状口緑をもつ深鉢の胴部下半の破片を 胎土は 9、13、14、17、20が荒

i 一括する。平行沈線は 2~3段にわたり施文されて く片岩が目立つ。焼成は良好。色
20 

21 キャリパー状口縁をもつ深鉢の口緑部下の破片で 胎土は緻察。焼成は良好。色調

i 外反の強い形態である。平行沈線は集中して施文さ は、 21、22が赤褐色、 23~25は暗
25 

いる。全て地文には縄文が観察される。 9~・7は縄 調は 8が赤褐色。他は暗赤褐色で

文の原体はRL、18~20はLRが施文されている。 ある。

れている。地文として縄文RLが観察される。 褐色。

26 深鉢の口縁および胴部破片で、爪形文を施す土器 胎土は33が片岩が目立つ他は緻

である。 26は口縁で平口縁の形態と思われ、 2条の 密。焼成良好。色調は33、36が暗
36 

爪形が巡っている。 28、31は孤状に構成され、 27、 I赤褐色、他はにぶい橙色。

30は直線的な施文である。 32は直線と曲線、 33~38

は胴部の区画部分で33は山形に連続する爪形が見ら

れる。爪形はC字状に施文されている。
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第27図 第6号住居址出土土器 (1)
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第28図 第 6号住居址出土土器 (2)
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番号I 器形、文様の 特 徴 胎土、焼成、色調 l備考

37 キャリパー状口縁をもつ深鉢の 口縁部破片であ 胎土は緻密。焼成良好。色調は

I る。 37、38は内湾する形態、 40は内折気味である。 全て暗赤褐色。
40 

． 39の波頂部は小突起をもつ。37は口緑に沿って 4条

43 の浮線が巡り、大きな渦巻状の浮線構成である。全

て浮線上には刻目を加えている。

42 キャリパー状口緑をもつ深鉢の胴部破片である。 胎土は緻密。焼成良好。色調は

浮線文のものを一括する。 42は胴部下半に膨みをも 42が赤褐色、他は暗赤褐色。
44 

i っている。浮線は 2~3本を 1組みとして巡るもの

54 である。浮線上には全て刻目を加え、42は同一方向

に、他は交互方向である。

55 深鉢の口縁および胴部破片で、縄文をもつものを 胎土は60を除いて緻密。焼成良

i 一括する。 57は外反の強い口縁部をもつ。縄文の原 好。色調は暗赤褐色。
61 

体には57、58がLR、他はRLが施文されている。

62 I 深鉢の 口縁部破片で、器面にはケズ リ痕を明瞭に 胎土には片岩を多く含む。焼成

残している。 良。色調はにぶい橙色。

63 深鉢の底部を一括する。 63よ底部から収縮して胴 胎土は緻密。焼成良好。色調は

i 部に向う形体をもち、他は外反している。 63、64、 63~66が暗赤褐色。他はにぶい橙
68 

66は浮線が巡り、浮線上には刻目を加えている。 63 色。

は地文に縄文RLが観察される。 65、67、68は縄文

を施すもので全てRLの縄文である。

第 7号住居址出土土器（第29~32図）

番号 I 器 形、 文 様 の 特 徴 胎 土 、 焼 成、色調 I備 考

1 台形状にのびる口緑は対称の 2単位構成の波状ロ 胎土は緻密。焼成良好。色調は

縁部で外に強く開く。胴部は円飾状を呈している。 赤褐色。

波頂部中位には瘤状小突起を配している。小突起間

は沈線が 口唇部を走る。器面には爪形文により構成

される。口緑に沿っては幅広の乎行沈線が 2段、胴

部には 3段の沈線が巡り、爪形文を埋め込んで文様

帯を区画する。波頂下は入組状の文様が対称的に表

現され、波状、孤線、曲線、直線的な文様を楷成し

ている。胴部にはRLの縄文が施文されている。
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番号 器 形、文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 備 考

2 外反の強い平口縁の深鉢である。口唇部は丸味を 胎土は緻密。焼成良好。色調は

もち外側に膨んでいる。口縁に沿っては乎行沈線が 暗赤褐色。

2段、胴部にも同様の沈線が巡り文様帯を区画し、

内部には小波状の沈線が連結する。

3 2と同様の形態であるが、区画沈線は 1段、小波

状の沈線は押圧しながら連続して施文するものであ

る。

4 ロ縁は短く外反して、胴部は球状に膨む形態を示 胎土は緻密。焼成良好。色調は

す。列孔土器鉢形である。口鉢下の収縮部には孔列 暗赤褐色。

をもち、直下には浮線が 1条巡る。胴部上位には上

＼
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第29図 第7号住居址出土土器 (1)
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第30図第7号住居址出土土器 (2)
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番号 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 I備 考

向の隆起帯が走り、頂部には指頭状の押圧を施して

しヽる。

2
 

2
 

5

i

 

23 I 外反する口緑部をもつ深鉢で、口唇部には指頭状 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

の丸い圧痕を加えている。器面には平行沈線が数段 良好。色調は暗赤褐色。

施文されている。

24 平口緑の深鉢の胴部破片で、木ノ葉文条の沈線構

i 成の土器である。地文の縄文は無い。
25 

29 

34 

39 

平口縁の深鉢で口縁部は外反する形態である。 2、 胎土はすべて緻密。焼成良好。

3と同一構成の文様構成を示し、乎行沈線の区画内 色調は 5、 6、10、15、19、20は

には 5~7、10、15、19、20の振幅の長い波状構成 黒褐色、 22は暗赤褐色、他はにぶ

のもの、鋭い山形を構成する11~17、コソパス文状 い橙色である。

に施文される18、21、22などがある。地文の観察で

ぎる 6、11~15は縄文RLが施文され、 17は調整痕

を残す 2者があり、その他は器面が荒れて判然とし

なし ‘0

いる。 32~34は爪形文が 2段構成で巡り、曲線およ

び直線的な構成を示している。 33は、空白部に円形

竹管の押圧を施している。

胎土は緻密。焼成良好。色調は

赤褐色。

26 平口縁の深鉢の胴部区画の沈線をもつ破片で、平 胎士は緻密。焼成良好。色調は

行沈線は 2段構成である。地文には縄文RLが施さ 29がにぶい橙色。他は暗赤褐色。

れている。

30 1に対応する波状口縁をもつ深鉢である。 30、31 胎土は緻密。焼成良好。色調は

I Iは口縁に沿う爪形文の間には斜方向の刻目を加えて 暗赤褐色。

37 平口縁の深鉢で、口縁部は外反する形態を示す口 胎土は緻密。焼成良好。色調は

i 縁部の破片である。器面には爪形文を施文してい 35がにぶい橙色。 36~37が暗赤褐

る。口縁に沿う爪形文は35は4段、その他は 3段観 I色、 39は赤褐色。

察される。 36の口唇部には粘士紐が加飾を加えてい

る。爪形文はC字状に連続して施文され、爪形間に

斜位の刻目を加える36を除いては、一定の間隔をも

っている。 39は口縁に沿う爪形文は 1段構成で、山

形状に連続している。 35は、曲線的な文様である。



- 51 -

3

3

9

 

4
 

汀

a
5

塁釘

，ヽ’
．．
 
，．
 

忘

．

ヽ

令

氾
良

,A
・'

ぇ召
．
ご
{
`
交
そ
忍
裏

‘
Q、ヽ
忌

翠

庖

む

憲言仔
7

“
4

ふ
心
/
津
}

，浜
象
封
賃
息
，
念

“
`
l
,

'芦
立
'
~
，

＇

〗□
喜
‘
'
石
月

畜
月
4

、

全

妥
．
＂

•
3鯰

窄
容

f
r
"
5

ク
，

呵

3

桑
．，
ミ
~
＼

、
ヽ
．
｀

r

．．
． 
＂̀

f
 

約

書

翠

＿

＿，謬

．

望

．

望

汀

唸

fr;’

涵

．．
 
｀
ふ9
9
,
5

位
〗

0

rを
｀

ぇ
x

.
｀
心
を

圭祐

95

2

n

謬
k

-i

恣窯，．
＂

喜

荘

り

晶
話

ご

.
f
.

＂凸

42

戸

ゃ

詞

＂＇い

I

.i

，グ＂＂．＂

門
月
月

□以

49
0

7
.
.
.
9

・
f

急
〗
．i
f
-

量
羞

r

ー

心
J

・

-
‘
.

9}
 

.̀・
 

,
1
 
•• 

＾^・ 

;/9

...."• 
.¥・
'ヽ．．

，

伶

、,.

K. 

，
 

，
＇
凸
賢
〗
□
□
□[•

5
1
こ
こ

•
9

で

ミ
f

3
9
1
藝’、

M

＄
ら
亨
．
忍

#
ゼ
[
ば
そ
{
・
,
、

Ǹ,
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第31図 第7号住居址出土土器 (3)
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番号 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 1 備 考

40 深鉢の胴部区画帯の破片で、爪形文を施した土器 胎土は緻密。焼成良好。色調は

51 
を一括する。 40~45は、爪形文の問隙に刻目を加え 41、47が黒褐色、他は暗赤褐色。

るもので40、41は右上り、 42、45は左上りの施文で

ある。 46は刻目とは異なって半戟竹管をD字状に押

圧している。区画内のモチーフは、 42が渦巻状、 47

は従位方向となっている。区画爪形文は全てC字状

の施文である。

52 深鉢の口縁部文様帯の破片で爪形文の構成をもつ 胎土は緻密。焼成良好。色調は

69 
土器を一括する。爪形文は、間隔を密にして施す52I 53、54、58、61が黒褐色、 60、62

~67と間隔を開けて施文する68、69がある。爪形文 ～67が赤褐色、他はにぶい橙色。

の施文方向は甚本的にはC字状である。爪形文の間

には52のようにD字状圧痕を加えるものがある。文

様の構成は各種あり、渦巻状の52~55、59、61、62

と孤状を描く 57、58、空白部を埋める直線的な文様

をもつ57、63~66が見られる。

70 深鉢の胴部破片で、器面には縄文が胞文されてい

tiるものを一括する。縄文の原体は全てRLである。

胎土は緻密。焼成は良好。色調

は、 70、72~75が暗赤褐色。 78、
79 

79は綾絡文をもつ。 79が赤褐色、他はにぶい橙色。

80 I 平口縁には 4単位の小突起を配し、口緑部は外反 胎土緻密。焼成良好。色調はに 北白川系

する形態で、胴上半に収縮部をもち、膨みながら底 ぶい橙色。 土器。

部に向う深鉢で、 4本組みの浮線が器面る巡る。浮

線は鋭い山形状の隆起であり、浮線上にはRLの縄

文を施している。地文としてRLの縄文を施文して

いる。器肉の薄い土器である。

81 深鉢の底部である。81、83iま円筒状の胴部へ移行 胎土緻密。焼成良好。 81、82は

する形態 82は膨みの強い胴部形態のものである。 にぶい橙色、他は暗赤褐色。
85 

器面には、全て縄文RLが施文される。
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第32図 第7号住居址出土土器 (4)
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第8号住居址出土土器（第33~39図）

番号I 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 備考

1 平口縁の深鉢で、口緑部は外反する。口縁および 胎土は緻密。焼成良好。色調は

・ 胴部に平行沈線が 2条巡って、文様帯を区画し縦位 共に黒褐色である。
2 

3
 

に同様の沈線が分割する。区画内には沈線が斜方向

に胞文され助骨文系の文様で埋める。 1の胴部下半

は器面が荒れて縄文の有無は不明。

1、2の系統と引く 深鉢で、口縁の外反は強い形 胎土は緻密。焼成良好。色調は

態である。区画沈線は上・下とも 1条で、内部は変 にぶい橙色。

則的な横位沈線が巡る。縦位の分割沈線は最終工程

の施文で、 1、2とは手法上の逆転が見られる。

4 I 外反の強い口縁をもつ深鉢である。口縁部と胴部 胎土は緻密。焼成良好。色調は

には段をもち移行する。口縁部には数条の平行沈線 にぶい橙色。

が巡る。下位には波波に連続する沈線が埋める。段

部には刻目を斜方向に加えている。

5 I 外反する口縁をもつ深鉢で、口緑および胴部上半 胎土は緻密。焼成良好。色調は

の2条の平行沈線の区画内には山形に連続する沈線 暗赤褐色。

と施文している。地文として縄文RLが観察され

る。

6 I 外反の弱い深鉢である。区画内には波状の乎行沈 胎土は荒く、片岩、石英、長石

線が連続する。地文として縄文RLが施されてい を含有。焼成は良。色調は黒褐

る。 色。

7 I 平口縁の深鉢で、口緑部の外反が強く、口縁直下 胎土は、粒子が荒く片岩が目立

には段をもち体部に移行する。胴部は同箇状を呈す つ。焼成良好。色調は赤褐色。

形態である。口緑部には平行沈線が2条巡り、段部

には斜位の刻目が連続する。体部には木ノ葉文系の

入り組み文が連続する。胴部との境には、隆起帯を

設け口縁部同様の刻目を加えている。更に 2条の平

行沈線が巡る。胴部には縄文RLが施文されてい

る。木ノ葉文部分には充填される縄文が観察され

る。

8 I 外反の強い平口縁の深鉢で、有段の口縁部をもつ 胎土に密密。焼成良好。色調は

ロ縁部には平行沈線が数条巡り、胴部上半の沈線と にぶい橙色。
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番号 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 l備 考

共に区画帯を設け、分割する中央沈線内に上、下向

の孤線文が連続する。

9 I 外反する口縁は、稜部をへて収縮して底部へ向う 胎土は緻密。焼成良好。色調は

鉢形である。口縁下および稜部には 1条の平行沈線 にぶい橙色。

が区画を行い、木ノ葉文系の入り組みが連続する。

地文に縄文RLが施文されている。

10 I 鉢形である。乎行沈線は文様帯を区画して、木ノ 胎土は緻密。焼成良好。色調は

葉文が連続的に埋め込まれている。底部周辺には縄 黒褐色。

文RLが施文される。

11 I 外反する 口緑部をもつ深鉢である。区画沈線部は 胎土は緻密。焼成良好。色調は

欠損するが、数段にわたり木ノ葉文が平行沈線によ にぶい橙色。

り描かれている。

12 I 外反する 口緑部をもつ深鉢である。器面には爪形 胎土は緻密。焼成良好。色調は

文が文様を櫛成する。 口縁および胴上半には平行沈 黒褐色。

線が 2条横位に区画し、その問に逆＜字状の爪形文

を埋め込み、区画内には上、下 2条の爪形文が連続

して、一部孤状の文様が見られる。

13 I 台形状の 2単位の波状口緑をもつ深鉢である。口 胎土は緻密。焼成良好。色調は

有は外に大ぎく外反する 口緑部である。波底間中位 赤褐色。

には瘤状の小突起を配して分割し、その間を爪形文

が口屑部を埋める。口緑には 6条の爪形文と斜方向

の刻目が区画を加え、同様に胴部上半とともに文様

帯を形成する。内部には孤線、曲線的な爪形文が描

かれている。正面中央及び横には円孔を穿っている

爪形文間は隆起帯である。爪形文はC字状に間隔を

密に施文されている。

14 1 キャ リパー状に内湾する 口縁部をもつ 2単位の波 胎土は荒く、片岩、石英、長石

状口縁をもつ深鉢である。口唇の内、外に刻目を加 を含む。焼成良好。色調は暗赤褐

え、 口縁に沿ってはC字状爪形と刻目の組み合せで 色。

区画を行い、孤線、曲線、直線的な爪形文が埋める

爪形文は幅広の半蔵竹管を行いている。波頂部下位

の爪形文は、平行沈線の割り 付けが見られない。更
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番号 器 形、 文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 I備 考

に胴部下位にも同種文様が構成されるのであろう。

15 深鉢の胴部下位で、 13と同様の爪形文と刻目が巡 胎土は緻密。焼成良好。色調は

る。胴部下半は膨みをもっている。縄文の原体はR 赤褐色。

Lである。

16 深鉢胴部で 3条の C字状の爪形文が巡る。下半の 胎土には片岩が目立つ。色調は 埋甕。

縄文は器面が荒れ不明である。 にぶい橙色。
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第35図第8号住居址出土土器 (3)
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番号I 器 形、文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 備 考

17 乎口緑の深鉢である。口縁部破片を一括する。ロ 胎土は緻密。焼成は良。色調は

I 縁に沿って平行沈線が 2条巡っている。 黒褐色。
20 

21 平口縁の深鉢で外反の強い口緑部をもつもので平 胎土は緻密。焼成は良。色調は

i 行沈線が、波状に施文されるものを一括する。 22, 21、22、35が黒褐色、他はにぶい
35 

21、34、35は、口縁および胴上半に平行沈線により 橙色である。

2条の区画を加えて、その間に文様が施されている

波状の沈線は、鋭く山形に施文される21~25、波状

を描く 26~35に分けられる。沈線問には地文縄文を

もつ23~30が有り原体はRLである。

／
48 

-
／
り
“

., 
＇:,,--,,::誓三．：•=． ；こ· • ・‘ぷ

、育豆江内野翠
さゞ ~.....＇噂,..::;;:--・ '之乏・f.：..、

．．．`．ヽ．.、,.
9. -ーニ•一へ｀｀; :•-· 

' 
. ：・，；て,...,.. 
•Y.9、. 9 4

m

 

D5訟

べ
・‘.
9.

..-～
L
 

，｛へい

さ•• 9
 

4
,

．
 

；＂ヽ
・

d

I9
.
5

}

g

,
 

・
9
.
 l.t

,；
 

•• 
,
'
A
 .. 

、̀”
§

"．ふぃ．
9

．．
 

翌
ふ
言
t

・,.
,
 

ぶ
応
西
ざ
、
↑

t
 
••. i";
:
•9 

ぎ
↑
“
『,
}

3
"
 

,
5
 
•• 
..c 

忍
亨
・
嘉
]
・・3
 

5
 

46

・
,
;
-
]
忍
ご

A,

0

・・’・’ 

II 
-．＇こ｝

立
i
-
f
i
i

ふ・心i
.

＂,
｛
乞
ニ
・
ミ
戸

勺
v
:
な}
．

呈
＄
翌
｝
h]

1
[

三
',8

.-
―言
翠

誕
＇
竺
ぶ
4

を
・と一

、i.

：屯・名↑
5

図
g

,
8
9{

、

食
『'y

弓涅，

i
0

勺
ぷ
f

9
ヽ
4
4

こ．髯
4•• 

，

W
{
賃ゞ
・

,．、
4..

•.
••• 

¢を
r
ふ
{

l"

：

ぷ

l
.
.
N
 •• 

J
 

企
J
.
.
｀
 

ミ
芝
咲

、しA

『

五
P・

ふ
翌

l

ク[
/
/
]
／
”

•1 
ぷ
苓
芝
姦
笠
慕
；

d

C

5

ご，へ翫竺ご

べ
，

t
ぞ
言
こ

ふ
/,f” 

..
 

-3
・
r
 

必
マ
5
.

・
i

～危

忍
・ヽ”v ぞ‘

[いt
i
さ

g
 ー・ン

9

,5 `
A
 

2
 

5
 。゜

第36図 第 8号住居址出土土器 (4)
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番号 器形、文様の特徴 胎土、焼成、色調 l備考

36 外反する口縁をもつ深鉢。口縁下には平行沈線が 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

！ 
38 

巡り区画している。区画内には振幅の長い波状の沈 は良好。色調は共に暗赤褐色。

線が施されている。 37、38は沈線間に地文縄文RL

が観察される。

39 I 乎口緑深鉢の胴部上半の破片で、数段の沈線が巡 胎土は緻密。焼成良好。色調は

り、胴部区画の沈線には爪形文が埋められている。 赤褐色。

40 口縁部下には有段を備えた平口緑探鉢である。口 胎土は緻密。焼成良好。色調は

42 
縁部には平行沈線が 3条巡り、移行部には斜方向の にぶい橙色。

刻目が連続する。 40、41には木ノ葉文系の入り組み

が描かれる。

43 I 外反する口緑をもつ深鉢の口縁部破片で、平行沈 胎土は緻密。焼成良好。色調ほ

44 

i 

47 

線問に斜方向の刻目を施文している。 黒褐色。

深鉢の体部破片で、沈線区画内に木ノ葉文系の入 胎土は緻密。焼成良好。色調は

り組み文を平行沈線により施文するものである。 44I 44、46、47がにぶい橙色、 45が黒

~46は地文として縄文RLが施文されている。 褐色である。

48 I 胴部破片で、横位区画沈線が巡り、孤線文系の文 I 胎士は緻密。焼成良好。色調は

様が沈線により施文されている。 赤褐色である゜

49 I 平口緑深鉢の口緑部破片で、 2条の平行沈線が区 胎土は緻密。焼成良好。色調は

画を行い、幅の狭い文様帯には木ノ葉文が施文され にぶい橙色。

る。

50 平口緑深鉢の 口縁部破片で、平行沈線が口緑部文 胎土は緻密。焼成良好。色調は

・ 様を埋める構成を示し、 50は、密に巡り、 51は変則 暗赤褐色。
51 

的に施文されている。

52 深鉢の胴部破片で、共に胴部止半の沈線区画のも 胎土は緻密。焼成良好。色調は

ので、すべて縄文RLが他文として施文されてい 暗赤褐色。
54 

る。

55 台形状の波頂部をもつ 2単位構成の波状口縁をも 胎土は60が荒く片岩が目立つ。

TIつ深鉢の口縁部破片である。口縁に沿って数条の爪 他は緻密である。焼成は良好。色
63 

形文が巡り、 60、61は4条、 62、63は3条の構成で 調は56、62が灰褐色、他は暗赤褐

ある。 62、63は波底部破片で、波頂部の中間位には 色である。

瘤状の小突起を配している。区画内には、孤状、曲
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第39図 第 8号住居址出土土器 (7)

番号l 器 形、文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 I備 考

線的な爪形文が埋められている。爪形文は全て C字

状方向に施文される。 63には区画帯直下に円孔を備

えている。

64 外反する口縁をもつ平口縁深鉢である。器面には 胎土は緻密。焼成良好。色調は

i 爪形文に よる文様を構成する。 口縁に沿う爪形文は 73、75がにぶし橙色、他は暗赤褐
75 

2、 3条で胴部上半にも同様の沈線が巡り文様帯を 色である。

区画する。区画内には64、72、74のように孤線系の

文様が連続して、 74こ、上、下向いた孤線が連続し

ている。爪形文は64が逆C字、他はC字状に施文さ

れている。
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番号I 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 1 備考

76 平口緑の深鉢で口縁部破片である。口唇部に圧痕 胎土は緻密。焼成は良。色調は

状の窪みをもつものである。 C字状に連続する爪形 暗赤褐色。
78 

文の間には斜方向の刻目を施している。

79 深鉢の胴部破片である。胴部上半の爪形文による 胎土は緻密で、 91は片岩が目立

95 
横位区画帯を一括する。 83~91は爪形文間に刻目を つ。焼成は良く、色調は83、84、

加えるものである。 86~88は逆c字状に爪形が施文 89、93が暗赤褐色、他は赤褐色で

されている。 92~95は爪形文による区画である。 93 ある。

も逆c字状の爪形文をもつ。 83、84、95は、胴部下

半の縄文が見られ、原体はRLであり、 83、95は綾

絡文をもっている。

96 爪形文をもつ深鉢で、文様帯内部の破片を一括す 胎土は 119の片岩が目立つ他は

tiる。爪形文は孤線を描く 96~105、 直線的に展開す 緻密である。焼成は良好。色調は
123 

る106~113、 曲線を描く 119と組み合せた文様を描 102、116、110、123のにぶい橙色

くものがある。爪形文は基本的にはC字状の施文で を除いては暗赤褐色である。

ある。 120~123た爪形文の連続が問隔の有る土器で

ある。

124 深鉢の胴部破片で器面に縄文を施文するものを一 胎土は緻密である。焼成は良

好。色調は 124が黒褐色、他は暗

赤褐色である。

i 括する。原体は全てRLである。
136 

137 底部である。 137は底部が小さい。 138、139は胴 胎土は緻密。焼成は良好。色調

部への開きが強い。器面には縄文RLが施文されて は、137、138が暗赤褐色、 139は
139 

いる。 にぶい橙色である。

第 9号住居址出土器（第40図）

番号I 器 形、文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調

1 キャリパー状口縁をもつ深鉢である。共に沈線文 胎土は緻密。焼成は良好。色調

． 
の構成である。 1は口唇部にX状の沈線が連結して は暗赤褐色である。

2 
縦位沈線が埋める。口縁に沿っては区直沈線口縁部

には渦巻状に沈線が構成する。 2は頂部を 2つもっ

波状口縁の頂部破片で波頂下には上向の孤線をもっ

ている。

備 考
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号

3

番 器形、文様の特徴 胎土、焼成、色調 備 考

4
 

7
 

ー

5

i

 

18 

19 

キャリパー状口緑をもつ深鉢である。浮線文構成

をとる口縁部破片で、 3は、浮線を口唇部に貼付し

ている。口縁に沿っては浮線が巡り、頂部には刻目

を加えている。

キャリパー状口緑をもつ深鉢である。浮線文をも

つ胴部破片を一括する。 2~4条の浮線が巡る。浮

線上には刻目を加え、 16、17は同一方向、他は交互

に施している。地文として縄文が見られ、全て原体

はRLで施文されている。

深鉢の胴部破片である。器面には縄文LRが施文

されている。

深鉢の底部で、胴部の開きが強い形態を示す。縄

文RLが施文されている。

胎土は緻密。焼成は良好。色調

は共にぶい橙色。

胎土は、 9、11、17に片岩の含

有が目立つ。焼成は良好。色調は

10、11、17が赤褐色、他は暗赤褐

色。

胎土は緻密。焼成は良好。色調

は暗赤褐色。

胎土は緻密。焼成は良好。色調

は暗赤褐色。
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第10号住居址出土土器（第41~45図）

番号 I 器形、 文様の特徴 胎土、焼成、色調 備考

1 I 外反の強い口緑をもつ深鉢である。器面には爪形 粒子は荒く、片岩、長石、石英

文が施されている。胴部には 5条の爪形文が巡り、 が目立つ。色調は暗赤褐色。

文様帯を区画している。内部には孤状に文様が構成

する。爪形はC字状に施され、間隔を開けた施文で

ある。胴部下半には縄文RLが施文されている。

2 I 口緑部は内湾する。列孔鉢形土器で、口緑に沿っ I 緻密な胎土をもち、黄色の鉱物

て2条の浮線が巡り、直下に列孔をもっている。 を含。有焼成良好。にぶい橙色。

3 I 頸部が「＜」字状に収縮して、口縁部は強く外反 緻密は胎士である。焼成良好。

し口緑が内折する鉢形である。内折する口縁には浮 色調は灰褐色である。

線文が波状、直線に貼付され、 4本の浮線が縦に区

画している。

4 口緑部の外反が強い平口縁の深鉢である。口縁に 共に胎土は緻密。焼成良好。 4

沿って平行沈線が 2条施文され区画する口縁部破片 は茶褐色、 5~8はにぶい橙色。
8
 である。

9 I 区画内の沈線は波長の長い波状を描いている。

10 外反の強い口縁部形態をもつ深鉢で、口縁下の区 緻密な胎土である。焼成は共に

:1画沈線は 2条、区画内には、波状の平行沈線を施文 良好。色調は、 10~12は、はぶい
13 

17 

14 

1 ある。口緑および胴部上半には平行沈線が 2条施文 岩、長石が目立つ。焼成は良好。

され文様帯を区画する。内部には木ノ葉文が描かれ 色調は、 14~16がにぶい橙色。 17

20 

している。 12、13には縄文RLが地文となって施さ 橙色。 13は、暗赤褐色。

れている。

外反する平口緑の深鉢で、口縁および胴部破片で

るものである。 16• 17には地文に縄文LRが施文さ Iは、黒褐色。

れこいる。

いる。

21 I 平口緑深鉢、胴部上半には平行沈線が 2条巡る。

荒い胎子をも、長石、石英が目

立つ。焼成良好。色調は黒褐色。

胎土は、 14~16は緻密。 17は片

19 平口縁深鉢、区画内には平行沈線が孤線を描くも 胎土は緻密で、黄色粒子が目立

のである。 19には地文として縄文LRが施文されて つ。焼成は良好。色調は19がにぶ

い橙色20が黒褐色である。

胎土は緻密。焼成は良好。色調

区画内には平行沈線が格子目状に施文されている。 Iは赤褐色である。
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番号 I 器 形、 文 様 の 特 徴 | 胎土、焼成、色調 I備 考

22 鉢形、口緑に沿て 1条の平行沈線が区画して区画 胎土は緻密。焼成は良好。色調

内に三角形、木ノ葉状の入り組み文が埋めるもので は赤褐色。

あろう。

23 キャリバー状口緑をもつ深鉢で、口縁部破片を一 共に胎土は緻密。焼成は良好。

i 括する。 4単位の波頂部をもち、 22にはスリットを 色調が22• 25~29が暗赤褐色。他
28 

もつ小突起を配す。 22~24は口唇部に刻目を加えて は、にぶい橙色である。

いる。口緑に沿っては平行沈線が 3条巡る。口縁部

/ ― ¥  

3
 ゜9,  • 

10cm 

第41図第10号住居址出土土器 (1)
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番号 器形、文様の特徴

文様帯は曲線的な文様が沈線により構成する。全て

縄文RLが地文として施文されている。

I 胎土、焼成、色調 1 備考

29 I キャリパー状口縁をもつ小型の深鉢である。口唇 胎土は緻密。焼成良好。色調は

部には刻目をもつ。文様帯には平行沈線が施文され 灰褐色である。

ている。

30 I キャリバー状口縁をもつ深鉢の胴部破片を一括す 30、31、33、34の胎土は荒く、

る。平行沈線が数条巡り、胴部を数段区画するもの 片岩が目立つ。焼成は良好。色調

である。地文の縄文は30~32がRL、33~36でLR は30が赤褐色、 31~34が暗赤褐

の原体により施文されている。 色、 35、36は灰褐色と呈す。

40 平口縁の深鉢で口緑部は外反する。口縁下には、 胎土は共に緻密。焼成は良好。

爪形文が文様帯を区画する。区画内には乎行沈線が 色調は、 40が赤褐色、 41、45が赤
41 
． 波状に施文されている。爪形文はC字状施文であ 褐色。

45 る。 45は胴部上半の区画帯の破片である。

37 波状口縁をもつ深鉢で、波底部付近の破片であ 胎土は共に荒く、片岩、石器、 37、38は

I 
39 

る。波頂底面の中位には38のように小突起を配して 長石が目立つ。焼成は良好。 37、 同一個体。

いる。口緑に沿う爪形文は37、38で4条くように爪 38の色調は、暗赤褐色、 39は、灰

形文がC字状に施文される。爪形文の連続は間隔を 褐色である。

開けている。

42 I 平口緑の深鉢である。口縁に沿って爪形文が 3条 胎土は緻密。焼成は良好。色調

巡る。爪形はC字状に施文され、間隔を開けて施さ は灰褐色である。

れている。

43 I 胴部の破片で爪形文を施文するものを一括する。 胎土は51、52が荒く、片岩が目

• I 43は胴部上半の区画帯で、爪形文の間には刻目を加 立つ。焼成は良好。色調が、 43、
44 

え、胴部には縄文RLを施文する。他は孤線、直線 47、50で、にぶい橙色、 51、52しま
46 
！ の組み合せによる文様を構成している。 51、52は：：：： 黒褐色、他は、賠赤褐色である。

52 角状の構成をとる。 49~52は爪形文が幅広である。

54 

i 
56 

4単位の波頂部をもち、キャリパー状口縁に近い 胎土は緻密。共に白色不透明で

ロ縁部破片で、口唇部には刻目を施す。器面には浮 軟質の鉱物を含む。焼成は良好。

線文が口緑に構成する。浮線上には原体RLの縄文 色調は、 54が胎褐色、 55がにぶい

が見られる。 橙色、 56が暗赤褐色である。
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番号 I 器 形、文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 備 考

57 キャリパー状口緑をもつ深鉢である。口唇部には 胎土は緻密。焼成は良好。色調

． 
57が刻目を加える。口緑に沿っては 3条の浮線が巡 は共に暗赤褐色である。

58 
る。文様帯は孤線状の構成をとる。浮線上には縄文

RLが施文される。

53 54~56に対感する口縁部および胴部破片である。 胎土は53が緻密。他は粒子が荒

． 
浮線文による文様で構成する。数条の浮線は胴部を い。 59~63は、石英、長石が目立

59 

i 画し、曲線的な文様が埋めている。 53は大型の器形 つ。焼成は良好。

63 をもつ。浮線上および地文には縄文RLが施されて

いる。
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番号 器形、文様の特徴 I 胎 土 、 焼 成 、 色 調 備考

64 深鉢の口緑部および胴部破片を一括する。浮線文 胎土は緻密。焼成は良好。色調 北白川系

？ をもち、器肉の薄い土器である。 64は乎口緑と思わ は、 64が暗赤褐色、 65が黒褐色、 土器。
67 

れ、 4単位の小突起を配す形態と思われ、突起上に 66、671まにぶい橙色である。

横位の刻を施し、巡る浮線上には八の字状に刻目を

施す。 65は浮線上に圧痕状の凹みをも、 66は斜位の

刻目、 67は縄文をもつ。 65、66は 0段多条の LRの

原体を用いている。 67は無文である。

68 胴部破片を一括し、浮線文をもつもの。 67~71は 胎土は荒く、片岩が目立つ。焼

！ 浮線が 1条のもので、浮線上には刻目をもつ。 69、 成は良好。色調は、 68~70、73、
77 

70は縄文RL、71はLRを地文としている。 72~77 75、77が暗赤褐色、他はにぶい橙

は浮線が 2~3条のもので、刻目を加えている。 色である。

77は無節L、他はRLの原体と地文として施文す

る。

77 I 乎口緑の深鉢で収縮部をもつ形態である。器面は 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

無文である。 は良好。色調は暗赤褐色である。

79 深鉢の胴部破片であり、縄文を施すもの。 79~86 胎土は粒子が荒く片岩が目立

i は原体RLを施し、 86には綾絡文をもつ。 87~89は つ。焼成は良好である。色調は83
91 

LRの原体を施文する。 90、91は、 LR、RLの 2 が灰褐色、 89、90が黒褐色、他は

種の原体を用い羽状に施文する。 暗赤褐色である。

92 底部を一括する。 92~95は浮線文をもつもので 2 胎土は92を除いて荒く、片石、

i ~3条が巡る。 93は無文、他は、浮線上に刻目をも 石英、長石、チャートを含む。焼
99 

つ。 93は階段状に貼付けている。地文に縄文をもち 成は良好。色調~94がにぶい橙色

92はRL、他はLRの原体を用いている。 96、99は 他は暗赤褐色である。

縄文無文の土器で、 96~98はRL、99はLRの原体

を用いている。
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第11号住居址出土土器（第46~48図）

番号 I 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 i備考

1 I 4単位の波頂部をもつキャリパー状縄文の深鉢で 胎土は緻密。長石、石英を含

頸部から口緑部の開きが大きい形態を示し弱い収縮 有。焼成は良好。色調はにぶい橙

部をへて、筒状の胴部え移行する。

ロ縁に沿っては浮線が巡り 、波頂下には瘤状の突

起を配し、文様帯には対向する孤状と曲線的に浮線

を配す。頸部までは並列する浮線が数段続く。収縮

部には無文の浮線がX状、縦位に貼付される。胴部

には数段巡っている。浮線上には刻目を交互方向に

施す。

良。

2 I キャリバー状口緑をもつ深鉢の頸部で、外反の強 胎土は緻密。焼成は良好。色調

い形態がある。浮線は数段にわたり配される。器面 は暗褐色。

の縄文は地文ではなく 最終工程で施文されたRLの

原体である。

3 I 底部で、平行沈線が巡る。

いている。

• I強い。口縁に沿っては平行沈線が巡っている。
7 

8

i

 

深鉢の胴部破片である。平行沈線を施すもので、

11 
. ILの縄文を施文している。 13は、胴部下半の破片で

13 平行沈線の区画内に斜方向の乎行沈線を埋めてい

胎土は緻密。 焼成良好。 赤褐

色。

4 I 底部で、浮線文をもつ。地文にはRLの原体を用 I 胎土は緻密。焼成良好。暗赤褐

色。

5 I 平口縁の深鉢。口縁には平行沈線が 1条、胴部上 胎土は緻密。焼成は良好。色調

半には 2条の沈線が文様帯を区画、内部には対向す は暗赤褐色。

る山形の文様が連続する。

6 I 平口縁深鉢の口縁部破片である。口緑部の外反が I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

は6が黒褐色、 7は暗赤褐色。

胎士は緻密。焼成は良好。色調

8は数条、 11は区画帯を設けている。11は地文にR 11ま暗赤褐色。

る。

12 I キャリバー状口縁をもつ深鉢。口縁部には、平行 胎土は緻密。焼成は良好。色調

沈線が巡り区画を行い、孤線状に沈線が施文されて は暗赤褐色。

いる。
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0 10cm 
9 9 l 

第46図 第11号住居址出土土器 (1)

番号l 器形、文様の特徴 I 胎 土 、 焼 成、色調 l備 考

14 I 平口縁深鉢の胴部破片が、平行沈線が作る文様帯 胎土には片岩が目立って含有。

内には木ノ葉文が数段施されている。 焼成は良好。色調は暗赤褐色。

15 I キャリ パー状口縁をもつ深鉢。 口緑に沿って 3条 胎土は緻密。焼成は良好。色調

の浮線が巡る。浮線上には、同一方向の刻目を加え は暗赤褐色。

る。

1.61 キャリ パー状口緑をもつ深鉢の 口緑部破片。 16は 胎士は緻密。焼成は良好。色調

・ 平口縁で小突起をもつ。共に浮線上は無文である。 は16が暗赤褐色、 17が赤褐色。
17 

16の口唇部には波状の浮線が施されている。

18 胴部破片で浮線文をもつもの。 20、24は口緑部文 胎土は緻密。焼成は良好。色調

！ 様帯で、曲線的に展開する。他は、浮線が数条巡っ 18、19、20がにぶい橙色、他は暗
31 

ている。浮線上には刻目をもつ。地文と して縄文を I赤褐色。

施文し、18~20とLR、他はRLの原体を用いてい

る。 31は収縮部で無文の浮線を波状に連続する。
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第47図 第11号住居址出土土器 (2)
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番号I 器 形、 文 様 の 特 徴 胎土、焼成、色調 I備 考

32 浮線をもつ土器で、浮線上に縄文を施するも、 32 胎土は緻密。焼成は良好。色調

． 
は胴部文様帯をもつもので曲線的、 33と数条の浮線 は共に暗赤褐色。

33 
が巡る。縄文の原体はRLである。
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第48図 第11号住居址出土土器 (3)
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番号 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 i備考

34 I 深鉢の胴部破片で浮線文をもつが、浮線上には半 I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

裁竹管を用いて刺突を加えている。 は暗赤褐色。

35 外反する口縁部をもつ平口緑の深鉢。器面には縄 胎土は37、38に片岩が目立って

文を施文する。 37はLR、他はRLの原体を用いて 含有。焼成は良好。色調は共に暗
38 

いる。 赤褐色。

39 キャリパー状の口縁をもつ深鉢。 39、40は内折気 胎土は緻密。焼成は良好。色調

ti味の口縁部である。器面には縄文が施文され、 39は は共に暗赤褐色。
41 

LR、40、41はRLの原体である。

42 胴部破片で縄文が施される土器。 44、48がRLの 胎土は緻密。焼成は良好。色調

縄文原体を用い、 48は平部の綾絡文が見られる。他 は暗赤褐色。
48 

はLRが施されている。

49 I 内湾する口縁部をもつ鉢形。太い平行沈線が曲線 胎土は緻密。焼成良好。色調は

を描いている。 赤褐色。

50 I 内湾の強い口縁部をもつ鉢形。浮線文が 1条貼付 I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

51 

l 
53 

され、上、下には平行沈線が文様を描いている。 はにぶい橙色。

深鉢の口縁部および胴部破片が爪形文をもつも 胎土は緻密。焼成は良好。色調

1 の。 51は三角形、52は口縁に沿って、 53は曲線的に Iは共に赤褐色。

爪形文を施している。

54 I 底部である。 2条の浮線が巡っている。浮線上に 胎土は緻密。焼成は良好。色調

は刻目を施文している。 は暗赤褐色。

55 底部で縄文をもつもの。 55は縄文原体RL、他は 胎土は緻密。焼成は良好。色調

i I LRで施している。59は胴部へ収縮して移行する形 は共に暗赤褐色。
60 

態である。

61 I 底部、平行沈線により区画され、内部には綾杉状 I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

沈線が埋める。 は暗赤褐色。

62 I 底部で、粘土接合面での彩落、鉢形の底部かも し I 胎土は緻密。焼成は良好。色調

れない。 は暗赤褐色。
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第12号住居址出土土器（第49~50図）

番号l 器 形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 備考

1 I キャリパー状口緑をもつ 4単位波状の深鉢の胴上 胎土は緻密。焼成は良好。色調

半部で、浮線文をもつ土器、胴上半には 2条の浮線 は暗赤褐色。

が区画し、内部には孤線を描き、 2条の縦線が縦に

貼付される。 浮線上に圧痕状の刻目を施す。地文と

して縄文LRを施す。浮線間は磨消 しを加える。

2 I キャリパー状口縁をもつ深鉢。 4単位の突起をも 胎土は緻密。焼成は良好。色調

つ。口唇部には刻目を縦位に施す。口縁部文様帯に は暗赤褐色。

は、曲線的な文様を楷成する。収縮部には縦位に浮

線が連続する。下半部には太い浮線が巡り浮線上に

は八字状の刻目を加え、縦位浮線には細い刻目を旅

す。他は浮線上には縄文RLを施文する。地文には

縄文LR、RLの2種の原体を用いて縄文を施して

いる。

3 I キャリバー状口縁をもつ深鉢。 4単位に小突起を 胎士は緻密。焼成は良好。色調

配す。口唇部には無文の浮線をX状に貼付し、縦 3 は灰褐色。一部黒斑をもつ。

本の浮線が結ぶ。口緑部および胴部には平行沈線が

数条区画し、文様帯を作り、内部には曲線的な文様

を描いている。

4 I 深鉢の胴下半の土器で、器面には縄文RLが施文 胎土は荒く、片岩が目立つ。焼 I 埋甕。

されている。 成良。色調は赤褐色。

5 I 口縁部下に収縮部をもつ深鉢。口唇部には棒状エ 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

具により縦位の押圧痕をもつ。器面には 0段多条の は良好。色調は黒褐色。

縄文である。

6 I 外反する口緑部と膨みを胴部にもつ平口縁深鉢口 胎土は緻密。焼成は良好。色調

唇部は外に開いて、刻目が連続する。器面には縄文 はにぶい橙色。

RLの原体を用いて施文する。

7 I キャリバー状口縁をもつ深鉢。 4単位の小突起を 胎土は荒く片岩が目立つ。焼成

配す。乎行沈線が 2条口緑を巡る。口縁部には孤線 良好。色調は暗赤褐色。

の構成を沈線が描く。地文には縄文RL。
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第49図 第12号住居址出土土器 (1)
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番号I 器形、 文様の特徴 胎土、焼成、色闘 1 備 考

8 I 胴部破片、 平行沈線が胴部を巡る。地文として縄 I胎土は荒く 片岩が目立つ。焼成

.'文RLを施している。

，
 

は良好。色調は共に暗赤褐色であ

る。

10 深鉢の胴部破片。爪形文をもつ。 10~12、13は胴 胎土は緻密。焼成は良好。色調

ti部の区画帯、 10、11、14は爪形文の間に刻 目を加え は14がにぶい橙色。他は暗赤褐色
14 

ている。

15 キャ リパー状口縁をもつ深鉢。 口縁部直下および

i 
胴部破片。15~18は曲線的な浮線をもっ。他は胴部

19 
． を数条の浮線が巡る。浮線上と地文には、全て縄文

24 I RLの原体を用いて施文している。

23 

深鉢の胴部破片である。浮線文をもち、浮線上に

突を施している。 地文には縄文RLを施している。

25 深鉢の 口縁部および胴部破片。器形に縄文を施し

i 原体はRLである。
27 

である。

20 

I 
1 刻目を施す土器である。 21、22は横走する浮線であ 焼成は良好。色調は20、23が黒褐

る。 23は、4条の浮線が巾広く胴部を分けて内部に 良で、23は一部赤褐良を呈す。 他

1条の浮線が巡り、内部には短い浮線が孤状に連結 は暗赤褐良。

して楕円状の楠成を示す。空白部には円形竹管の刺

胎土は23が荒く片岩が目立つ。

胎土は緻密。焼成良好。良調は

暗赤褐良。
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b 土壊出土土器（第51~53図）

番号 器形、 文様の特徴 胎土、焼成、色調 1 備考

1 I 口縁を欠損するが、体部は球状に膨み、底部は丸 胎士は緻密。焼成良好。良調は 第 3号土痰。

底となる鉢形土器。器面には研磨を加えている。内 にぶい橙良。

面はヘラ状工具の整形痕を残す。

2 I 深鉢の胴部。平行沈線が数段にわたり胴部を区画 胎土は緻密。焼成良好。良調は 第 4号土猥。

し、内部には波状に沈線が巡る。縦位に竹管工具の 赤褐良。 諸磯 a式。

刺突が縦区画を行なっている。

3 I キャリバー状口縁をもつ深鉢。内湾する口縁は弱 胎士には片岩が目立って含有。 第 5号土披

い収縮部をへて底部に向う 。口縁には 4単位の突起 他に石器、長石を含む。焼成は良 出土。

をもつ。 1条の平行沈線が口緑部を区画、内部には 好。色調はにぶい橙良。

孤線および曲線を沈線が描く。胴部下半には沈線が

巡る。地文として縄文RLが施されている。

／
 

’゚ 'ー ，
10cm 

第51図土痰出土土器 (1)
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番号l 器形、文様の特徴 I 胎土、焼成、色調 l備考

4 I 筒状の胴部形態の深鉢。口縁部には、平行沈線が I 胎土は緻密。焼成は良好。色調 I第19号土猥。

数条巡り区画し、内部には波状に沈線を埋める。胴 は赤褐色。

部下半には縄文LRを施文している。

諸磯 a式。

5 I 胴部下半の破片、平行沈線が数条施文されてい I 胎土は緻密。焼成は良好。色調 I第 1号土猥。

る。 は暗赤褐色。

6 I 6は乎口縁深鉢で爪形文を施す土器。口緑に沿っ 胎土は共に緻密。焼成良好。 6I第 2号土猥。

i て2条の爪形文、 7~9は胴部破片で縄文RLが施 は暗赤褐色。 7~9は赤褐色。

，
 

文されている。

10~14は深鉢で爪形文を施す土器。 10、11は波状

18 

10 

I I口縁、 12は平口縁、 13、14は胴部上半の破片であ 色調は10がにぶい橙色、 16が黒褐

る。 10、13は爪形文間に刻目を加えている。 12、14 色、他は暗赤褐色である。

は巾広の爪形文である。 爪形はC字状に施文されて

いる。 15、16は乎口緑深鉢で平行沈線をもつ土器で

ある。 15は木ノ葉文系、 16は助骨文系、 17、18は波

状文系の文様を構成する。

胎土は共に緻密。焼成は良好。 1第 7号土猥。

19 深鉢の胴部破片。器面には平行沈線の集合により 胎土は緻密。焼成は良好。色調 第 8号土城。

ti文様を描く。 19は縦区画内に矢羽根状に沈線を、 20 は暗赤褐色。 諸磯 C式。
21 

22 I 深鉢の 口緑部および胴部破片で共に沈線が集合し I胎土は緻密。焼成は良好。色調 l第 9号土披。

.' て巡る。
23 

28 

30 

は口縁下に横位区画、 21は縦区画内に斜位の乎行沈

線が埋める。

24 I 深鉢の胴部破片。平行沈線が集合して区画を行い I 胎土は緻密。焼成は良好。色調 I第10号土猥。

内部には曲線的に集合する沈線を埋める。

る。

は暗赤褐色。 諸磨 C式。

は暗赤褐色。

25 キャリパー状口縁をもつ深鉢。浮線文が巡る。浮 胎土ほ緻密。焼成は良好。色調 1 第11号土猥。

1 線上には刻目を加える。 28は縄文LRを施文してい は25、26がにぶい橙色、 27、28は

暗赤褐色。

29 I 深鉢の胴部破片。29ほ微隆帯の区画をもち無文部 I 胎土は荒い。焼成は良好。色調 I第12号土猥。

．＇縄文帯をもっ。 30は沈線が曲線を描く。 内部には縄 Iは黒褐色。

文RLを施文する。
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(3) 

番号 器 形、 文 様 の 特 徴 | 胎土、焼成、色調 I備 考

29 波状口緑をもつ深鉢の口縁部および胴部破片。器 胎土は緻密。焼成良好。色調は 第13号土城。

． 
面には爪形文を施す。 29の爪形文の間には刻目を加 赤褐色。

30 
える。爪形は共にC字状に施文する。

31 深鉢の胴部破片。 31は平行沈線、32は縄文RLの 胎土しま緻密。焼成良好。色調は 第16号土壊。

． 
原体を用いている。 にぶい橙色。 32は暗赤褐色。

32 

胎土は緻密。焼成良好。色調は 第17号土城。
33 深鉢の胴部破片。 33は沈線の集合、 34は縄文RL

． 共に暗赤褐色。
が施文される。

34 
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番号 器形、文様の特徴 胎土、焼成、色調 備考

35 I 35は平口縁の深鉢、平行沈線が口緑を巡る。 36、 胎土は緻密。焼成良好。色調は 1 第18号土城。

37は縄文をもつもので共に原体はRLである。 暗赤褐色である。
37 

38 I 38~42は平口緑深鉢の口緑部および胴部破片で、 胎土は緻密。焼成良好。 38~41I第20号土擦。

46 
平行沈線を施すもので、 36は数条が巡る。他は沈線 はにぶい橙色、他は暗赤褐色。

が山形に施文されている。 43は内湾する口縁部をも

つ破片で、縄文RLを施している。 44~46は縄文R

Lを施文している。

47 I 深鉢の 口縁部および胴部破片である。爪形文を施 I 胎士は共に緻密。焼成良好。色 第25号土猥。

• I す土器である。 47は平口緑で、爪形文で 2条巡り 、 調は赤褐色。
48 

爪形文の間に刻目を施す。48は胴部区画帯、縦位の

爪形を構成する。爪形文はC字状に施文。

49 1 49はキャリバー状口緑をもつ深鉢。平行沈線が渦 胎土は共に緻密。焼成は良好。 第26号土壌。

？ 巻状に施される。 50、51は深鉢の胴部破片で浮線文 色調は49がにぶい橙色。 50、51が 52は浮島系
52 

を施す。浮線上には刻目、地文には縄文RLが施さ 暗赤褐色、 52が黒褐色である。 土器。

れている。 52は平口縁深鉢。口縁には縦位に刻目が

連続する。口縁下には変形爪形文、胴部には平行沈

線が施されている。

53 I 深鉢の口緑部破片。口縁部文様帯に円刻と太い沈 I 胎土は緻密。焼成良好。色調は I第28号土城。

線が巡る。 にぶい橙色。

54 I 深鉢の胴部破片。平行沈線が波状を描く。 胎土は緻密。焼成良好。色調は 第27号土城。

にぶい橙色。
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4. 石 器（第54~60図）

遣跡は縄文前期諸磯a • b式期の単独時期に営まれた集落であり、 出土石器は該期に属する。図

化された石器が出土石器の大半であり、他に剥片が若干量出土している。

石器は次のように分類し、記述する。 1 打製石斧、 Il 磨製石斧、 1ll 両頭打製石斧、 N 石

匙、 V 石鏃、 VI スクレイパー、 VII 敲石・凹石、 VIII 石皿、 IX その他。以下各々石器を説明

していく。尚、打製石斧・磨製石斧はその遣存状態について次のように分類しておく。基部側のみ

稔余りをa2、怜余りをb2、％余りを C立し、 刃部側％余りをa1、 杓余りをb1、 怜余りをC1と

する。基部・刃部を欠損し胴部のみのものを dとし、完存品をeとする。さらに、割れ口が斜めの

ものは「ダッジュ」をつけた。

1 打製石斧 (1~38、42~44)

分類上、長さが幅の 2倍程度のものをa類、長さが幅の 2.5倍以上あるものをb類とする。

1 a類 (1~5) 

両側縁が直線状で刃部がわずかに広がり、某部に扶りのあるもの。 1~5は整った形を して お

り、 1 • 2は表面に自然面を大きく残している。 1~3は比較的厚みがあり、 4 • 5はやや薄い。

2の表面は扶り部の剥離が大きく、裏面の刃部に階段状剥離がみられる。 3 • 4は両側緑の階段状

剥離で簿くなっている。 4は基部を欠損する。 1• 3は円刃、 2は偏刃であり、 4• 5は直刃に近い。

2 a類 (7• 8) 

両側縁が直線状で刃部がわずかに広がるもの。 2点とも薄手で 7はほぽ円刃、 8は直刃で隅は丸

味をおびている。

3a類 (6• 9 ~11) 

両側縁が直線状でほぽ乎行であり、洩い扶りのあるもの。 6の基部は同幅で、刃部は基部より幅

広で円形を呈し、丸刃となっている。 9は厚く、断面は湾曲して、形態は歪み、刃部を欠損する。

10は厚手で表面左側縁と裏面左側縁で急角度剥離調整されている。刃部も裏面より急角度剥離調整

される。 11は刃部が欠損するが、基部は薄く、胴部は厚みがあり湾曲している。

4a類 (12~14)

両側緑が直線状でほぽ平行のもの。 3点とも基部を欠損する。13は基部に若干扶りがみられる。 14

は両側縁で急角度剥離調整されている。13の刃部の隅は丸味があるが、 3点ともほぽ直刃である。

5 b類 (16~18)

両側縁が直線状でほぽ乎行であり、側緑中心に挟りのあるもの。 17は胴部の整った挟りにより基

部と刃部が対称形をなしている。 18は縦断面の中央部が厚く、側縁部が薄くなっている。

6 b類 (15• 19~22 • 27) 

両側縁が直線状で刃部がわずかに広がり、基部にやや扶りのあるもので、 1 a類より長く幅狭の

もの。 15の両側緑はほぽ直線で蒋手である。 19の基部は幅狭で、胴部％下半は幅広になって、整っ

た形態である。 20は左側緑で急角度剥離調整され、刃部は偏刃で調整剥離はないが鋭い。 21は基端
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を欠損し、刃部から基部に向って狭くなり、刃部は偏刃となっている。 22は基部が狭くなり刃部は

一部欠損する。 27は刃部に凹みがみられる。

7b類 (23• 24) 

両側縁が直線状で刃部が広がり、基端が尖っているもの。 6bに比して尖りが顕著である。 23は

刃部を欠損し、 24は自然面を残し偏刃である。

8 b類 (25• 26 • 28 • 29) 

両側緑は中央部から刃部にかけて広がり、基端部が刃部幅の½程度のもの。 25は自然面を基端お

よび刃部側に残し、基部を大ぎく剥離している。刃部は片刃で直刃である。 26は丸刃で薄手であ

り、裏面右側緑に急角度剥離調整がみられる。 28は基部が厚く剥離され、中央で稜をもっている。

刃部は表面が小剥離で、裏面は急角度の調整剥離が施されている。 29は薄手で、刃部は自然面と裏

面の平坦な成形剥離とで鋭くなっている。

9類 (36)

小形の打製石斧である。尖った基部を有し、刃部を欠損する。両側緑に調整剥離がみられ、薄手

である。

10類 (37• 38) 

大形の打製石斧である。 37は台形状をなし厚手であるが、成形剥離がよく施されている。 38は分

厚く塊状であるが、成形剥離がみられる。刃部を欠損し、基部のみである。

欠損品 (30~35)

30は基端・刃部を欠損する。 32は刃部のみの遺存状態であり、表面に自然面を残す。 33は基部の

みの遺存であり、台形状をなし、側縁は急角度調整されている。 34は刃部のみであるが円刃で、断

面はやや歪んでいる。 35は刃部のみの遺存である。 31は基部を破損するが、剥離調整されている打

製石斧と思われる。ただし、石質は磨製石斧と同じ輝緑岩であり、磨製石斧の敲打調整が行なわれ

ない段階の可能性がある。

その他 (42~44)

44は節理面より折断され、基部を欠損している。裏面の自然面周辺と剥離痕の稜には、敲打調整

が施されている。また、端部には敲打痕がみられる。 42は断面が三角形をした棒状を呈していて、

端部はそれぞれ欠損し、剥離が各面に施され、稜には敲打痕がみられる。 43は断面が平行四辺形状

を呈し、厚く、剥離はわずかにあるが敲打痕はみられない。

Il 磨製石斧 (45~55)

輝緑岩を原材とし、定角形磨製石斧、乳棒状磨製石斧、研磨調製されたものと敲打調整されたも

のがあり、剥離調整後に一部敲打調整されたものがみられる。乳棒状磨製石斧の製作址をもつ尾崎

遺跡 (1977鈴木）では、磨製石斧の未成品・欠損品・剥片を多菫に出士するが、この製作工程の解

明により当遺跡出士の石器も各工程の一部を示している。

1類 (45• 46) 

定角形磨製石斧で全面が麗美に研磨調整されている。 2点とも両蛤刃であり、基部を欠損してい

る。 45は刃部に欠損個所がみられる。



］喜口／瓢
二 1 ~ 2 

こニニぅ 3 

昌［員冒［口：：`
←三7 4 E三ぅ 5 □三 6 

ヶ〗
〗

9

丁
＼
〗

、

[:
a

：＂ぃ
ー

｀
~

虞

／
｀
尺
8

j
 

I_
＇ 

バロロロ

＼
 

ー

ハ

~
：

>

＼
尺
/

？ご／囚口
ぃ
仄
い
い

，
7

＼

7

、`

ぃ
＼
｀
ー
1

ー

ー

ー

'
_

1

_
，

W

ー

ー

:
>̀

げ

三 10 二〉 ＂ し 三ぅ 12

0 10cm 

第54図石 器 (1)



10
13
 

且
刊
日

□日
□V

ーロ
ロニ

24 

□
□
□
□
□//
〗

゜

ロ

14`
:
7口／

20

ロ
ロ
：
冒
口

員
19

ー

爪バ

□ロロロロロ
U

□
 

)
冒
几
川
川
w

ロ
〗
員

□
〗
□

23 

In

麟
州

、`
二

ロ
〗
〗

2
2

：、
冒

〗 10cm 

第55図 石 器 (2)



- 92 -

26

`

32
 

/
 

〗
／
ハ
〗
〔

2
5
8
〗ロ
ニ3

0

爪

2

いェロロロ
□い
W

ロ
員
ロ
ロ

□

m
 

c
 

10 

ー

36

八
’

ー

＼
川
囚
は
い

爪
□
〗＼
こ

゜

ロ
35

ー
ロ尺口□

34 

バ
＼

亨

〗 第56図 石 器 (3)



- 93 -

2類 (47)

定角形磨製石斧であるが研磨調整されずに、全面が敲打調整されている。基部が斜めに欠損する

が、両側縁は乎行であり、刃部は両蛤刃である。

3類 (48• 49 • 51) 

磨製石斧の未成品である。 48• 49は定角形磨製石斧を目的としたものであろう。 48は剥離痕があ

り、一面は自然面を残し、他面は敲打調整されている。 49は大形石斧で、一面は敲打調整が全体に

なされ、他面では自然面を残し一部敲打調整がみられる。刃部は調整剥離があり、偏刃となってい

る。51は剥離痕・敲打調整および自然面がある面と敲打痕の面がみられる。 3点とも基部を欠損する。

4類 (52• 55) 

基部を尖らせた大形の磨製石斧であり、 2点とも刃部を欠損する。乳棒状磨製石斧に近いものか

もしれない。欠損部位は 2点とも斜めである。 2点は両側縁に面をもつ。 55では、一面の中央に自

然面を残すが、両面とも敲打調整された平坦面をもっている。

5類 (50)

敲打調整された乳棒状磨製石斧である。基部に剥離痕を残し歪んでいる。刃部は両蛤刃である。

6類 (53• 54) 

乳棒状磨製石斧の欠損品である。 53は基部を残しており、 50と同じく剥離痕を残し敲打調整され

たものである。 54は基部のみ残し、断面三角形を呈し、 3面のうち 2面は自然面を残す。残った面

と側縁が敲打調整されている。

Ill 両頭尖頭器 (39)

片頭部のみ遺存している。中央の扶り部が残され、他方にも同様の刃部をもったものと推測され

る。薄く小形で、刃部は尖っている。両側縁に調整剥離が顕著である。

W 石匙 (40)

横形石匙であり、刃部と肩部の調整剥離が丹念に施されている。

V 石鏃 (41)

基部に挟 りをもち、正三角形に近い形をしている。

VI スクレイパー (57• 58) 

57は刃部・背部が急角度に調整剥離されている。 58の刃部の剥離は顕著でない。

VII 敲石・凹石 (59~61)

59は両端部に敲打痕がある。凹みは一面に 2つ、他面は 1つで、この面は摩耗しているため凹み、

は浅くなっている。各面ともよく磨られており、両側縁が面を形成している。 60は円形に近く、両

面に 1つずつ凹みがみられる。この凹みは 2~3個が重なっているようである。端部に敲打痕が若

干みられる。 61は一面に 2つの凹みがあり、両端に敲打痕がある。 60• 61ともよく磨られて丸味を

おびている。

¥'Ill 石皿 (62• 63) 

62は石皿の破片であり、皿部は深く削られ、底部は裏面に接近している。表面の周緑部には小さ

な凹みが 4つあり、裏面の平坦部も同様に多数の凹みがみられ、蜂の巣石状を呈している。 63は凹
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第60図 石 器 (7)



- 98 -

み部は浅く、周縁部は幅狭である。。石皿の底面は周縁が乎坦で内側に向って凹んだ状態となって

いる。 裏面はほぽ平坦である。

IX その他 (56)

上面は平坦で、下面は球面形を呈する 円形磐状の石で周縁部が大き く急角度剥離されている。形

は象の足状を呈し、性格は不明である。

原材は輝石安山岩であり、群馬県の榛名山・赤城山周辺に産出する火成岩で搬入品であろう。

（曾根原裕明）

石器一 覧表

図番 類 別 石 質 1重さ (g) 長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 出土地点 遣存状態

(1)ー 1 l - l a 中粒硬砂岩 105 10. 0 5. 3 2. 07 e 

” 2 ” ホルソフェルス 125 9. 62 5. 2 2. 1 ” 
” 3 ” 珪質頁岩 84 8. 3 4.8 1.9 ” 
II 4 ” ホルソフェルス 69 (7. 5) 4. 4 1. 7 a1 

” 5 ” ホIレンフェルス 81 9. 0 5. 1 1. 7 e 

” 6 l -3 a ホルンフェルス 49 8.4 4. 1 1. 4 8号住土漿 ” 
” 7 ]-2a 砂質頁岩 105 10.9 5. 4 1. 7 ” 
” 8 ” ホルンフェルス 67 8.9 4.4 1. 4 // 

” 
， 1-3 a ホルンフェルス 107 (9. 6) 5. 0 2.3 C 2 

// 10 ” 硬質頁岩 99 9. 1 4.4 2. 1 e 
8号住

// 11 ” 硬質頁岩 66 (8. 2) 4.3 1. 9 C 2 

// 12 ]-4a ホルソフェルス 79 (6. 8) 4. 1 1.9 b 1 

(2)ー 13 ” ホIレン＇フェルス 50 (8. 2) 3. 7 1. 4 a1 

// 14 ” 石墨片岩 95 (10. 0) 4.6 1. 8 ” 
// 15 1 -6 b 緑泥片岩 83 (9. 8) 4.4 1. 5 ” 
// 16 ]-5 b 珪質頁岩 50 9. 6 4. 4 1. 5 8号住土壊 a1 ， 

11 17 ” 緑泥片岩 110 11. 5 (4. 6) 1. 7 C 2 ’ 

// 18 ” ホルソフェルス 93 10.6 4. 5 2 2 e 

// 19 l -6 b ホルンフェルス 85 9. 7 4.3 1. 8 ” 
I/ 20 ” 硬質頁岩 69 9.8 4.4 1. 9 ” 
11 21 ” ホルソフェルス 131 (11. 4) 5.2 2. 4 8号住 a1 ’ 

// 22 ” ホルソフェルス 84 (9. 8) 4.3 1. 9 C2 

I/ 23 ] -7  b 安山岩 80 (9. 9) 4. 8 1. 9 II 

11 24 ” ホルソフェルス 68 8. 7 5.5 1. 4 e 

(3)-25 l-8  b ホルソフェルス 119 10.8 5.9 2. 1 ” 
I/ 26 ” 硬質頁岩 82 10.0 5. 8 1. 6 II 

I/ 27 l - 6 b ホルンフェルス 89 11. 5 5. 2 1. 4 7号住 ” 
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図番 1類 別 I 石 質 重さ cg)I長さ (c1／叶幅 (c11叶厚さ（C叫出土地 点 1遺存状態

(3)-28 l-8 b 細粒砂岩 82 8. 6 5.9 2.2 e 

II 29 ” 硬質頁岩 89 (8. 6) 6.8 1. 5 
” 

11 30 I ホルソフェルス 83 (6. 6) 5. 2 2. 0 b 

11 31 ” 輝緑岩 195 (9. 4) 5. 7 2.4 a1 

11 32 ” ホルンフェルス 39 (4. 9) 4.4 1. 8 C 1 

II 33 ” ホルソフェルス 53 (5. 8) 5. 1 1. 2 a2 

I1 34 I ホルンフェルス 103 (8. 5) 5.9 2. 1 b 1' 

// 35 ” ホルンフェルス 79 (7. 0) 4.8 1. 8 
” 

11 36 l -9 砂質頁岩 20 (6. 5) 3. 1 0.9 b 2 

(4)-37 l -10 ホルソフェルス 616 12. 0 12.3 4.3 e 

// 38 ” 緑泥片岩 1,538 20. 2 10.9 5.5 b 2' 

11 39 llI 硬質頁岩 33 (8.3) 3. 9 1. 2 b2 

II 40 IV 輝緑凝灰岩 19 4.9 7. 5 0. 7 

II 41 V チャー ト 1. 5 1. 7 0. 3 

11 42 I 輝緑凝灰岩 135 (10. 9) 3. 6 2.9 al 

11 43 ” ホIレソフェルス 363 11. 6 6.9 4. 1 

// 44 ” 細粒砂岩 254 (8. 4) 6.9 2. 9 8号住 b' 

(5)-45 Ilー 1 輝緑岩 615 (12. 9) 7.3 3. 7 a1 

11 46 ” 輝緑岩 373 (10. 7) 6. 6 3. 1 7号住 a1 ’ 

// 47 Ilー 2 輝緑岩 531 (11. 5) 8.2 4. 0 8号住 b 1, 

I1 48 Ilー 3 輝緑岩 341 (9. 3) 6.9 3. 4 b I 

// 49 ” 輝緑岩 910 (18. 0) 10. 7 3. 8 a1 ’ 

// 50 Il-5 輝緑岩 270 15. 5 5. 3 2. 5 e 

(6)-51 llー 3 輝緑岩 815 (15. 6) 8. 5 4. 3 a I 

11 52 Ilー 4 輝緑岩 680 (17. 6) 8. 1 4.2 C 2 ， 

// 53 ll―6 細粒砂岩 323 (15. 0) 5. 6 3.3 ” 
11 54 ” 輝緑岩 310 (11. 6) 6.3 2.9 C2 

// 55 llー 4 輝緑岩 1,405 (21. 1) 9. 0 5. 7 C 2 ， 

(7)-56 IX 輝石安山岩 1,693 15. 7 17. 8 4.4 

// 57 VI 硬質頁岩 162 7.9 9. 7 2.0 

I1 58 ” ホルソフェルス 63 6.3 7. 7 1. 4 3号住土猥

// 59 Yil 安山岩質のスコリア 353 10 3 6. 5 4. 1 

11 60 ” 石英閃緑岩 390 8. 7 7. 1 4. 6 

// 61 ” 輝石安山岩 432 9.9 7. 1 3.9 

11 62 VIlI 緑泥片岩 I, 041 14. 2 14. 5 5. 9 

// 63 ” 軽石とスコリアの間 430 10. 8 10. 7 4.2 
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v 平安時代の遺構と遺物

1. 住居址

第2号住居址（第62• 63図）

調査区の東側C、D-4、5区に位置している。隣接して拡がる台耕地遺跡の平安時代集落と同

ーの展開を示す住居址である。プランは、長辺約 3.6m、短辺約3mの長方形を呈し、 長軸方向は

東西を示している。短辺東側に鼈を設置している。壁高は約25cm前後である。床面は、鼈周辺を除

て軟弱であるが、平担面を作り出している。柱穴は 6本検出され、長辺に沿って各々 3本対応関係

を示している。深度は 4~12虚程度の浅いものであった。

覆土は、 6層に区別され、第 1層、褐色土で小砂利を含んでいる。第2層、黒褐色土で炭化物を
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第61図 第2号住居址
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含んでいる。第 3層、明褐色土。第 4層は、

黒味の強い暗褐色土。第 5層、明褐色土でロ

ームブロックを含んでいる。第 6層はローム

ブロックであった。

＼ ≪
 ＇ 

鼈は東壁の南側に、東西約 1.2 m、南北約

8Qc1/lの規模をもち設置されている。煙道は、

壁を約45C11l掘り込まれている。燃焼部は、床

面を僅かに掘った楕円状を呈している。土層

は、第 1層、明褐色土。第 2層、黒褐色土で

焼土粒子を含む。第 3層、明褐色砂質土。第

4層、黄褐色土。第5層、黄褐色土で焼土の

ブロック含む。第 6層、茶褐色土。第7層、

黄褐色砂質士。第 8層、黄褐色土で小砂利を

含んでいる。第 9層、黒色土。第10層、淡黄褐色土で焼土のブロソクを含む。第11層、茶褐色土で

<( l
 

E
Q
 

'y,

V, 

B B' 
で53'.Jin

0 1m 
' --- ~ ---- -~— —’ 

第62図 第2号住居址鼈

ある。

出土遺物は、鼈周辺から検出されて、図示した他は細片で少量の出土であった。

（曾根原裕明）

2. 出土土器（第63図）

□ 二こ▽
＼＝ゴ::::::::ク 6 、 c.:::.::::77 

＼三戸三乙 ¢/-=＝＝ゴ ~ 10 

゜
10cm 

第63図第2号住居址出土土器
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考帯
m

＇ 
徴特の法手徴特の態形ヽ

j況c
 

（
 

さき大号番種器

甕 1 I口径 23. 21口緑部一頸部一胴部の変換点が明 口緑部と頸部は横なで。胴部は斜 口縁部の一部

瞭な、 「コ」の字状口縁を呈す。 め方向、縦方行の箆削りで、頸部と頸部胴部上

器肉薄く仕上げられている。 近くは横方向の箆削り。胴部内面半％残存。

はなで。微細な砂粒を少し含む。

焼成はやや不良。色調はにぶい橙

色。

杯 I 2 I口径 11. 9 口 緑部は底部から小さく外反する底部切り離 しは回転糸切り（糸目 口緑部¼を欠
底径 5. 3が、すぐ内湾し、先端で大きく外は lcmに7つ）。他は回転なで（右く。

器高 3.4反んる。 内面底部には成形時の凹観轄回転）。 砂粒少し含み、 57lm

凸が残る。底部は僅かに上げ底で大の小礫（乳白色）も僅かに含む。

ある。 焼成は良好。色調は灰色。

杯 I 3 口径 12. 3 口緑部は底部から小さく外反する底部切り離しは回転糸切り（糸目 口 縁部¼を欠
底径 4.9が、すぐ内湾し、先端で大きく外は 1C1年に 8つ）。他は回転なで（右 く。

器高 3. 5反する。 内面底部には成形時の凹 観櫨回転）。 砂粒少し含み、 7節節

凸が残る。底部は僅かに上げ底で大の小礫（乳自色）も僅かに含む。

ある。 焼成は良好。色調は灰色。

坪 4 口径 11. 6口緑部は僅かに内湾しながら開底部切り離しは回転糸切り。他は 口縁部先端付

底径 6.2く。先端は器肉薄くなる。底部は回転なで。砂粒小し含み、軟質の近を欠く。

器高 3・ 1上げ底である。 赤色粒子 (5の黒色粒子と同じも

の）が多く含まれる。焼成は不

良。色調は橙色。

杯 I 5 口径 11. 6口緑部は底部から働かに外反する底部切り離しは回転糸切り。他は口縁部恥底

底径 6.0が、すぐ直線的に開き、先端は外回転なで（右鞘輯回転）。 砂粒を部中央を欠

器高 3.4反する。底部は僅かに上げ底であ少し含み、軟質の黒色粒子が多く く。

る。 含まれる。焼成はやや不良。色調

は灰色。

坪 6 I底径 6. 01底部は僅かに上げ底である。底部底部切り離しは回転糸切り（糸目底部秒と口縁

から僅かに外反し、 その後内湾すは le叫こ6つ）。 右観櫨回転。砂部下端 ¼ 残

る器形と推定される。 粒少し多み、軟質の黒色粒子も少存。

し含む。焼成はやや不良。色調は

灰白色。

坪 I 7 I底径 5.31底部は上げ底である。

高台付

杯

8
.
9
 

底部切り離しは回転糸切り。右庫町底部のみ。

櫨回転。砂粒少し含む。焼成は良

好。色調しま灰色。

ロ縁部と底部の間に段差があるが底部切り離しは回転糸切りで、後底部およびロ

高台貼 り付でかくされている。口に高台を貼付。砂粒少し含み、軟縁部下端を怜

緑部は大きく 内湾する。底部中央質の粒子少し含む。焼成はやや不残存。

で器肉を薄くする。 良。色調は灰黄色。

蓋 I 10 I口径 11.01器高が低く、薄いつくり。身受け砂粒少し含む。焼成は良好。色調 1小片。

部は、端部を小さく折り返しただは灰色。

け。

（宮昌之）
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VI 結 語

1. 縄文時代

a 土器

上南原遺跡からは、前期諸磯 a、d、C式、中期加曾利E式、後期称名寺式の土器が出土してい

る。主体は前期土器群であり多くの遣構に伴出したが、石器と共に遺構との関連は不明となったも

のが多く、稼極的な土器の分析は不十分となっていた。ここでは各遺構での在り方により概略的な

記述に留めて、現在報告を予定している北塚屋遺跡（市川1980)において、総合的な分析、検討を

行うこととする。

諸磯 a式土器は、第 7、8号住居址と第4、7、13、19、20、27号土城で出土している。中でも

第 8号住居址の在り方は、土器の組成内容と文様構成の一括性を重視すればA式の変遷過程の最終

段階に時間的な位置が可能と言える。更にb式への移行過程と成立段階という視点に大ぎく係る問

題を含むものである。文様は半餓竹管による平行沈線文が肋骨文系、 山形、 波状、連弧、木ノ葉文

系、集合沈線文を描出するものと、連続爪形文のものに 2大別される。平行沈線文系の土器は、各々

系統性を有すが、整理、検討により a式後半の様相が明確になる材料となっている。更に深鉢形態

には、外反する口縁で共通するか、有段部を備える土器が存在して、口縁部に刻目を施す手法と共

に地域的な関連とこの段階の特質が潜んでいる。爪形文の土器は幅の狭い原体を用いて問隔を密に

施文する特徴を備えるもので、半肉彫り状に凹み、爪形間が浮き上がっている。 口縁および胴部に

はこの部分に刻目を施している。形態には、平口緑のものと、台形状を呈す波状形態に対応単位の

ものがある。この台形状形態の系統は不明な部分が多く、その成立と、 b式古段階への変遷という

部分に検討を必要としている。第 7号住居址の内容は、b式の古段階に位置する土器と混在する

が、爪形文を施す土器の位置ずけは微妙であるが、平行沈線文系、爪形文の大部分は第 8号住居址

と共通している。土猥土器を含めて変遷を想定すれば、第4、19号土城→第 7、8号住居址という

移行段階が可能と思われる。

諸磯b式土器は現在、古、中、新という 3細分で大方の一致をみている。上南原遺跡における各

住居址の位置ずけは、古段階に第 7号住居址の一部、第10、12号住居址の土器が該当する。第10号

住居址の列孔土器と浮線文をもつ深鉢は、第10、12号住の文様化された浮線文より先行する時間位

置の設定が可能かとも思われる。中段階には、諸磯b式期の殆んどが該当する。中でも第 3号住居

址における浮線文および沈線文土器の一括内容は端的に示すものであり、キャリパー状口緑を備え

た形態的な特徴と、口縁部文様帯の渦巻状モチーフの斉ー的な構成は古段階の口縁部文様と大きな

差違が認められる。第4号住居址においては、形態的に古段階深鉢の系統性を残す波状口縁が存在

し、内湾の強い形態の深鉢と共に伴出関係を示して、第11号住居址の土器へと移行しよう。第11号

住居址の深鉢の 口緑部文様帯の構成は、渦巻文様とは若干の差違が見られる対弧状に貼付されてい

る。この構成は渦巻文様の斉一性の崩壊期として想定が可能かも しれない。中段階の遺構単位の
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変遷は第4→第 3→第11号住居址という微妙な変化が見い出せる。新段階には第10号土城が該当す

る。 （市川 修）

b 石器

出土した石器は全て諸a、b式期に属するものであり、該期の石器群の様相を知るのに良好な資

料である。石器の出土遺構、地点は不明であるがほぽ住居址 (11軒）より出土したものであろう。

以下、 I • Il類を主に分析していくが、 石器群の組成については 1類打製石斧 (41点）が多く、次

に磨製石斧 (11点）、次に磨石以下 (8点）は非常に少なくなっている。他に打製石器3点で、計64

点である。

初めに打製石斧については、大形2、小形1、未成品 3が含まれる。 1• 2類の形態はズン胴形

であるが、均勢のとれた形態である。幅広で長さが幅の 2倍ほどあり、反りが比較的小さい。 3.

4類は 1• 2類よりも長さと幅の比が 2倍より多くなり両側縁が乎行に近くなる。9、10では厚さ

が2.Q C1/L以上であり、 10は完成品で長さと幅の比は 2倍前後である。基端・刃部に自然面を残し、

側縁部は急角度剥離調整され、厚みを保持したままで整形されている。該期では特徴的な形態であ

る。 5• 6類は長さが幅の 2~2.5倍になり、 18が2.0虚以上の厚さであり縦方向の中央部に厚く

稜線状を呈している。 21• 27は刃部幅が広く 7類に入るかもしれない。 8類のうち、 28は自然面を

利用した片刃で直刃の打製石斧である。 28は自然面側に小剥離痕が見られるが直刃であり、片刃で

ある。自然面による反りも機能に対して役割りを果しているであろう。 2点はトラソヽンエ様石器の

特徴を備えている。 トラソヽンエ用石器は中期の尾崎遺跡に纏って出土しており、木工具と推定され

ている（鈴木1976)。42~44は打製石斧未成品であり、 43自然面の側は整形剥離の段階でとどまり、

表面は調整剥離にいたる。44は同段階で節理面で折れて しまったものである。 I類の法量は幅 4.0

~ 6. O cm、長さ 8.0 ~11. 5cm、厚さ 1.4 ~ 2. 4 C叫こ纏まりを示しており、この数値は中期打製石器

と同様である（小田1977)。これらの I類の特徴は該期打製石斧の特徴をよく表わしている。

l類磨製石斧は成品、未成品を合わせて11点出土している。石材は53（細粒砂岩）以外全て輝緑

岩である。 1類は研磨された定角形磨製石斧であり、 45は両側縁の面取りが不十分で、やや稜線上

を呈している。 2類以下は研磨のみられない磨製石斧である。敲打調整が全面に施されたもの (47

• 52) と整形剥離され自然面や剥離面を残し一部に敲打調整されたものである。 2• 3類は定角形

磨製石斧であり、全面に敲打調整された 2類(47)と一部敲打調整された 3類である。 46• 54が両面

の30％余の敲打調整であり、他の 3~6類は50％以上である。 3類のうち48• 49は未成品である。

51は基部を欠損しており、使用中基端を欠損したのち、敲石として利用されたもので、刃部がよく

磨かれている。 4類52• 55は幅が広く乳棒状磨製石斧としては大蓉すぎるが、厚みを持ち、石材を

薄くする作業をせずに敲打調整を両面に施している。断面は楕円形状を呈するため乳棒状磨製石斧

として使用されたであろう 。

乳棒状磨製石斧の製作工程については、既に尾崎遺跡で解明されている。尾崎遺跡では磨製石斧

の完成品、未成品が 400点余、又、調整剥離剥片を多量に出土しており、磨製石斧の製作址と断定

ができ、制作工程の解明がなされている。荒い剥離→荒い剥離と細部調整剥離のくり返し→敲打調

整→研磨調整の順である。上南原遺跡では 1類を除き全て敲打調整の段階でとどまっている。 2~
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6類は明らかにされた製作工程より諸磯期における磨製石斧の制作工程が同様に行なわれていると

同時に、磨製石斧の生産活動における役割りが諸磯期において中期iこおけるそれ と同様のものと な

っていることを示すもの と考えられる。ただし尾崎遺跡においては乳棒状磨製石斧に集約されてい

たのに対して上南原追跡では、定角形磨製石斧がほぽ同量あるいは より多く出土し、その製作工程

が示されたこと は相異する点である。

他に両頭尖頭器 1点は諸磯器における類例は知らないが、鳥浜貝塚にミ ニュチュア石器が出土し

ている（網谷1980)。石鏃、石ヒは各 1点と非常に少ない。

縄文前期における打製石斧、磨製石斧のあ り方、 石器群の組成について、今後、上南原遺跡にお

ける石器群組成のあり方をもとに更に解明していく必要がある （曾根原裕明）

2. 平安時代

a 土器

上南原遺跡からは（平安時代の竪穴住居跡が 1軒検出された。出土した遺物は、土師器甕 1、須

恵器杯 6、須恵器高台付杯 2、須恵器蓋 1である。住居跡からは、直接に実年代を知る ことのでき

る遺物の出土がないため、他遺跡の調査資料や諸先学の成果をもとに、これらの土器の年代的位置

づけを検討したい。

奈良時代から平安時代の土器編年を行う際の基本的な軸となるのは、須恵器の杯である。この土

器は、関東地方西部に限れば、土師器の杯や甕よりも、技法的・地域的なバラエティーが少なく 、

編年の指槻とするのに適当であると思われる。須恵器の杯は、粘土柱から杯身を切り離す際の方法

と、切り離し後の底部に施す調整手法の違い、口径と底径の比率の値によって時期区分されている

（高橋一夫1972• 1974 小出義治1971 河野喜映1976 星野達雄1977 服部敬史•福田健司1979 • 

1981)。

小出義治氏は、底部が糸切り離しのままの須恵器杯が、 口径と底径の比率関係によって、 口径＜

底径 X 2倍、口径与底径 X 2倍、 口径＞底径 X 2倍の順で推移することを示した。河野喜映氏は、

神奈川厚木市鳶尾遺跡の資料を用いて、この方法を発展させた。底径＋口径の値によって、 0.70~ 

0.60（底部に調整を施し、時代は、 8世紀中葉～ 9世紀初頭） 0.60~0. 52 (8世紀末～ 9世紀前

半）、 0.52~0. 47 (8世紀末～ 9世紀代）、 0.47 ~O. 42 (10世紀第 1四半期）、 0.42 ~ 0. 37 (10 • 11 

世紀代）、 0.35(11世紀代）の 6 類に区分した（注 1)。南多摩窯跡群を分布調査した服部敬史•福

田建司氏は、 採集した杯の口径と底径を窯ごとに座標上におく と、一定のまとまりを持つ傾向があ

ることを指摘し、その様相の差を時間差として捉え、代表する窯の資料を用いて窯式編年を示し

た。 その後国平健三氏は、服部・福田氏と微妙に異なる年代を示し（国平1981)、服部・福田氏も新

しい資料を加えて、編年を再検討した。前回のG37→M7→ G25→ G41→ G5→ G14の窯式変化の

うち、 M7窯式を資料の豊富なG59窯式に差し変え、 G41窯式が省かれた。しかし服部氏は、別な

論巧において、 G5窯式を、 G5窯式（古）、 G5窯式（中）、 G5窯式（新）の 3期に区分した（服

部1981a• b)。各窯式の年代は、福田氏 との論文と異な り、両氏の年代観の相違が明らかになった。

次に県内における窯跡出土の須恵器について触れてみたい。県内の窯跡の調査は、 30箇所近くに
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及ぶが、その内容が報告された例は少ない。底部が糸切り離しのままの杯を出土する窯跡を、 口径

と底径の比率関係、ならびに生産器種を基準として想定した変遷は、入間市八坂前第4 • 5 • 6号

窯（坂詰秀ー・小林昭彦1971) ・入間市新久A地点号 1• 2窯（坂詰1971) • 寄居町末野（花園支

群） 2号窯（野部徳秋・高木義和1977)．入間市新久D地点 1• 3号窯（坂詰他1971)、 三芳町新開

Pb区窯（松本富雄他1981) •富士見市栗谷ツ 1 号窯（佐々木保俊•田代隆1979) と考えられる。

八坂前第 4 • 6号窯は、底部の周縁にヘラ削りを施す杯を焼成、あるいは焼台として利用してい

る。また武蔵国分寺七層塔再建瓦を焼成している事で知られる。再建瓦焼成前後に須恵器を焼成し

ているが、それぞれの区別はされていない。底部の周緑にヘラ削りを槌す杯、つまみの付かない蓋、

皿を焼成しているなど、南多摩窯G37窯式より、操業期間の幅がやや広いと考えられる。

新久A地点 1• 2号窯は、 塔再建瓦を再利用していると考えられており （有吉重蔵1981)、塔再

建時以後の操業 と理解される。底部周緑にヘラ削りを厖す杯はなく、 1号窯の皿や 2号窯のつま み

の付かない蓋の存在から、操業期間は八坂前窯の再建瓦焼成以降の時期に、そのほとんどが包括さ

れていると想定される。底径＋口径の値は平均0.52である。

末野 2号窯は、焼成面で 2面認められており、古い面から出土した蓋は、口緑端部が内側へ屈折

しない、あるいは丸まってしまうなど、退化した造りとなる。皿には新たに高台が付く製品が現わ

れる。蓋の口縁端部や高台付皿の様相から、南多摩窯G59窯式より後出の時期と想定される。なお

新しい面では、蓋が出土しておらず、本窯の操業中に消滅したと考えられる。底径＋口径の値は、

平均でO・ 47である。
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新久D地点 1号窯は、杯の底部径がさらに

小さくなる。底径＋口径の値は、平均で0.42

ある。 3号窯は、 1号窯より底径の大きい杯

を含んでおり、操業の開始は、 1号窯に先行

すると考えられる。その様相は南多摩窯G25

窯式に類似する。

新開 Pb区窯は、杯が全体的に大形とな

り、椀との区別が無くなる。この様相は、南

多摩窯G5窯式（古）に相当する G62号 窯

（服部1981に）以後に一般的であるが、底径

＋口径の値は、 新久D地点 1号窯と変わらな

い。また頸部に波状文を施す甕や高台付皿を

含まない。

栗谷ツ 1号窯は、 遺物が少なく、器種構成

が不明な点がある。出土した杯は雑な造りで

あるが、還元焙焼成の杯も残る。

これら窯跡の年代決定の根拠は、武蔵国分

寺七層塔再建に関係する承和12(845)年を

上限とする年代に限られる。八坂前第4・• 5 

• 6号窯では、再建瓦を焼成。新久A地点 1

• 2号窯では、窯体の構築材として利用して

いたと考えられており、（有吉1981)出土した

須恵器は、塔再建瓦焼成以後の製品と判断さ

服部

福田

1979 
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新
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れる。また消費地において、火山灰・古銭・灰釉陶器の伴出などから、年代が推察される（註 2)

が、問題も多く、新久A地点窯以降の時期については、主観的な年代観に依ることになる。各窯の

年代は、八坂前4• 6号窯を 9世紀第2 • 第 3 四半期、 5 号窯を 9 世紀第 2 四半期•第 3 四半期、

新久A地点 1 • 2号窯を 9世紀第3四半期、末野 2号窯を10世紀第 1四半期、新久D地点 1号窯を

10世紀第 2四半期、新開 Pb区窯を10世紀第 3四半期、栗谷津 1号窯を11世紀第 1四半期と考え

る。

住居跡から出土した須恵器は、胎土の特徴から、末野窯跡群中の製品と考えられる。蓋の口縁端

部の特徴は、末野 2号窯に類似する。杯は座槻上の分布外の製品も含まれ、消費地特有の現象がみ

られる。土師器甕にも同時期が与えられる。

註

(1) 河野氏は、個々の区分に年代を与えていないが、本文と編年表から推察した。なお編年表に記されて

いる年代の一部は、正誤表によって訂正されている。

(2) 近隣地域の火山堆蹟物として、富士山給源の延暦の噴火 (800年）、貞観の噴火 (864年）、剣丸尾溶岩

(10~11世紀代）や、浅間山給源の浅間B軽石 (1108あるいは1284年）などがあり、出土遣物との前後
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関係が研究されている（小野真一他1978 石川正之助他1977 杉山博久1980 井上太他1980 奥隆行・

堀内真1981 小島弘義他1981)。灰釉陶器は、 楢崎彰ーによって研究され、 氏の年代観は現在までほと

んど変更されていないが、高島忠乎氏は、乎城京三坊大路東側溝出土土器の検討から、黒笹90号窯式の

始まりを 9世紀後半として（高島1971)、本報告でも同様の年代が示された（奈良国立文化財研究所1975)

吉田恵二氏は、黒笹14号窯式を 825年前後、黒笹90号窯式を 900年前後、折戸53号窯式を 973年（奈良

薬師寺西僧坊焼失年代）以前と考えた。斉藤孝正氏は、折戸53号窯式の開始時期を 973年頃に（斉藤1981)

井日佳雄氏は、折戸53号窯式の小瓶を出土した住居跡に、 9世紀後葉から10世紀中葉の年代を与えてい

る（井上唯雄）。県内の例としては、中堀遺跡（駒宮史郎1978)出土の灰釉陶器を浅野晴樹氏は黒笹90号

折戸53号窯式に比定し（浅野晴樹1980)、伴出した須恵器は新久口地点 3号窯段階と考えられる。

（宮昌之）
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